
ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

l
l
M
・
ベ
ル
ナ
イ
ス
の
社
会
政
策
学
会
調
査
報
告
(
一
九
一

O
年
)
i
l

は
じ
め
に

一
工
場
の
歴
史
と
調
査
内
容

二
調
査
結
果
の
検
討

は

じ

め

に

対
象
の
限
定

本
稿
は
、
ド
イ
ツ
往
会
攻
策
学
会
が
行
な
っ
た
工
業
労
働
調
査
(
大
工

へ1
)

業
労
働
者
の
選
択
と
適
応
〉
の
調
査
報
告
の
一
部
で
あ
る
マ
リ
!
・
ペ
ル

(

2

)

 

ナ
イ
ス
の
研
究
に
よ
っ
て
、
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
具
体
的

存
在
形
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
す
る
も
の
で
あ
る
@
周
知
の
如
く
資
本

は
、
技
術
的
構
成
の
高
度
化
し
た
機
械
制
工
場
生
産
に
お
い
て
は
、
機
械

の
導
入
に
よ
り
単
純
作
業
に
よ
る
熟
練
作
業
の
代
替
を
あ
る
程
度
進
行
さ

せ
る
と
は
い
え
、
そ
の
装
置
・
技
術
体
系
に
応
じ
た
労
働
力
の
獲
得
並
び

に
編
成
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
熟
練
労
働
者
の
確
保
は
や
は
り

操
業
の
要
件
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
際
、
ど
こ
か
ら
、
ど
れ
だ
け
の
量

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

材ミ

純

の
、
ど
う
い
う
質
を
も
っ
た
労
働
者
を
自
由
に
リ
ク
ル
ー
ト
で
き
る
か
、

が
重
要
な
一
条
件
と
な
る
@
本
稿
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
第
二
僚
政
期

ド
イ
ツ
の
一
一
綿
紡
縮
会
誌
の
事
例
研
究
と
い
う
形
で
、
労
働
者
の
出
白
、

工
場
内
編
成
、
問
汰
等
の
諸
点
を
検
討
し
た
い
Q

こ
の
問
題
領
域
に
関
す
る
わ
が
国
で
の
研
究
史
上
、
本
稿
と
の
関
係
で

重
安
と
思
わ
れ
る
も
の
一
二
点
に
つ
い
て
億
単
に
ふ
れ
、
本
稿
の
課
題
の
位

置
を
ま
ず
示
し
て
お
こ
う
。

一
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
労
働
力
市
場
の
萎
本
像
ぽ
藤
瀬
浩
司
氏
の
研

究
「
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
力
の
農
業
離
脱
」
巳
よ
っ
て
与
え

ら
れ
る
Q

こ
れ
に
よ
る
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
東
部
と
西
部
で
は
1
1
1
東
西

農
業
の
「
二
元
的
構
成
」
に
規
定
さ
れ
て
1
1
1
農
業
離
脱
が
対
照
的
な
型

を
一
ポ
す
@
即
ち

1
、
東
部
で
は
農
業
離
脱
が
農
村
離
脱
と
し
て
あ
ら
わ

れ
、
離
脱
し
た
労
働
力
は
す
ぐ
れ
て
遠
隔
地
へ
、
主
に
ベ
ル
リ
ン
工
業
地

帯
と
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

i
レ
シ
鉱
業
地
帯
へ
と
移
動
し
て
い
る
。

二
三
七



ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

2
、
西
部
で
は
農
業
離
脱
と
農
村
離
脱
が
直
楼
に
結
び
つ
か
ず
、
地
方
的

小
工
業
中
心
地
が
農
村
在
住
者
を
労
働
力
と
し
て
吸
引
す
る

Q
3
、
二
つ

の
型
は
、
一
八
六

0
年
代
後
半
か
ら
問
題
と
な
る
末
部
労
働
力
の
「
西
部

へ
の
移
動
」
に
よ
っ
て
連
繋
さ
れ
る
@
藤
瀬
氏
の
主
眼
は
「
農
業
離
脱
」

〈

4
)

の
研
究
で
あ
る
か
ら
、
も
し
「
労
働
市
場
」
の
週
間
を
こ
こ
で
用
い
る
と
す

る
な
ら
、
こ
れ
は
追
加
的
エ
業
労
働
力
の
供
給
源
の
研
究
の
ひ
と
つ
と
位

置
づ
け
ら
れ
よ
う
@
本
稿
で
の
西
部
の
綿
工
業
で
は
、
後
述
の
如
く
2
の

妥
当
性
を
実
証
し
う
る
。
ま
た
追
加
的
労
働
力
に
関
し
て
は
、
手
工
業
か

ら
賃
労
働
へ
の
移
動
の
大
き
さ
が
示
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。

二
次
に
「
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
発
展
と
『
賃
労
働
』
の
存
在
形
態
」

を
対
象
と
し
た
大
野
英
二
氏
の
研
究
が
あ
る
@
氏
の
「
ベ
ル
リ
ン
機
械
工

(

5

)

 

業
に
お
け
る
労
働
関
係
」
は
、
上
記
の
社
会
政
策
学
会
の
調
査
報
告
を
も

利
用
し
て
い
る
。
た
だ
、
大
野
氏
の
対
象
は
機
械
工
業
及
び
石
炭
工
業

(
6
)
 

(
「
第
一
部
門
」
〉
に
限
ら
れ
て
い
る
Q

コ
一
同
時
代
の
労
働
者
の
生
涯
・
生
活
意
識
を
対
象
と
し
た
も
の
に
、

三
宅
立
氏
の
「
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
』
の
陛
界

l
!労
働
者
の
自
伝
、
水
兵
の
日
記
な
ど
を
手
が
か
り
と
し

ハ
7
〉

て
|
|
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
副
題
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
時
代
人
の
記

述
を
紹
介
し
つ
つ
、
「
等
身
大
」
の
歴
史
を
描
こ
う
と
す
る
興
味
深
い
試

み
で
あ
る
。
本
稿
も
賃
労
働
者
を
対
象
と
し
、
具
体
的
存
在
形
態
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
三
宅
論
文
に
追
い
関
心
を
も
と
に
し
て
い
る

が
、
た
だ
観
点
は
異
な
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
の
機
械

制
工
業
に
お
け
る
賃
労
働
と
い
う
固
に
即
し
て
、
大
量
現
象
の
一
断
面
を

c.家内工業綿織布業就業
者(全綿織布業就業者中〉

52，162 (41. 5%) 

33，208 (22.6%) 
21，35"8 (13. 4~ぬ

第 1表 ドイツ綿工業の伸長

年1人 Ib.綿織布業の綿消費 l 
l (綿くずをl徐く， t) I 

1859 47，900 I 1882 
1875 114，000 I 1895 

1895 283， 400 I 1907 
1907 45"9，110 
1913 430，000 

a.綿製品需要
当り(匂〕

0.34 

1. 39 

2.84 

4.95 

6.15" 

7.23 

1836-40 

1856-60 

1871-75 

1891-95 

1901-05 

1913 

二
三
八

るすみ
。〉ょ
う
と
す
る

も
σ〉
で

あ

(H. Michel， S. 46) 

機
械
制
綿
工
業
の
発
展

と
M
・
グ
ラ

l
ト
パ
ッ

一
九
位
紀
後
半
の
ド
イ
ツ

綿
織
布
業
の
展
開
は
、
第
-

友
の

a
、
b
に
一
不
さ
れ
る
如

く
著
し
い
も
の
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
手
織
機
の
家
内
工

業
を
駆
遂
し
つ
つ
(
第
1
表

C
)

伸
長
し
て
き
た
カ
織
機

装
備
の
ヱ
場
生
産
に
よ
っ

て
主
に
担
わ
れ
て
き
た
。
ま

た
国
内
の
綿
糸
自
給
率
も
、

藤
瀬
氏
の
推
計
で
は
一
八
七

五
年
で
八
八
%
を
越
え
て
い

(
9
)
 

る。
一一

l
ダ

l
・
ラ
イ
ン
地
方

の
綿
工
業
の
中
心
地
と
な
る

グ
ラ

I
ト
バ
ッ
ハ
、
ラ
イ
ト

地
域
で
は
、
こ
の
地
方
全
般

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
く



1907年職業統計でのグラートバッハ繊維工業

|主経営数|副経営数|工業就業者|うち労働者

第2表明

種

Stadtkreis Munchen=Gladbach 

羊 毛 紡 績 4 489 461 

綿 紡 績 18 2，457 2，305 

羊 毛 織 布 29 3，007 2，736 

綿 織 布 54 1 4，072 3，606 

繊維工業 計 208 3 11，912 10，795 

全 部 門 総、 計 3，592 387 27，618 20，778 

Kreis Gladbach 

綿 紡 京葉 26 3，818 3，700 

主目 織 布 374 18 3，376 2，700 

綿 織 布 39 1 2，227 1， 983 

繊維工業 計 539 19 13，028 11，642 

全 間日 門 総 計 5，500 828 27，248 18，989 

業

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

か
ら
の
麻
工
業
と
結
び
つ
い
た
綿
工
業
の
発
展
が
み
ら
れ
た
。
と
く
に
一

七
七

O
年
以
降
、
地
元
で
の
労
賃
上
昇
に
悩
ま
さ
れ
て
ヴ
ッ
パ

i
タ

l
ル

(
エ
ル
パ

l
フ
ェ
ル
ト
等
〉
か
ら
や
っ
て
き
た
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
ト
」

が
、
こ
の
地
の
麻
織
エ
を
賃
労
働
者
と
し
て
一
雇
一
い
入
れ
て
操
業
を
始
め
た

(

叩

)

と
い
う
@
フ
ラ
ン
ス
支
配
下
の
大
陸
封
鎖
は
綿
工
業
の
発
展
を
促
し
た
@

そ
の
後
、
と
く
に

M
・
グ
ラ

i
ト
バ
ッ
ハ
で
は
一
八
四
二
年
に
蒸
気
機

関
を
動
力
と
す
る
紡
績
工
場
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
機
械
制
工
場
へ
の
発

展
を
と
げ
る
こ
と
と
な
る
@
そ
し
て
一
八
五
三
年
創
立
の
グ
ラ

l
ト
バ
ッ

ハ
紡
織
工
場
は
、
紡
織
兼
営
の
大
工
場
と
し
て
、
グ
ラ

l
ト
バ
ッ
ハ
商
工

(
日
)

会
議
所
管
内
で
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
Q
七
年
の
帝
国
職
業
統
計
で
み
る
と
、
グ
ラ

l
ト
バ
ッ
ハ
地
区
で

は
、
工
業
就
業
者
中
に
繊
維
工
業
就
業
者
が
四
五
%
以
上
を
占
め
、
そ
の

う
ち
の
約
九
割
が
「
労
働
者
」
〉
号
包
芯
吋
と
さ
れ
て
い
る
。
純
粋
に
綿

の
み
の
紡
織
部
門
で
そ
の
労
働
者
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
こ
の
地
区
が
、
綿
を
中
心
と
す
る
繊
維
工
業
の
一
中
心
地
を
な
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
(
第
二
表
〉

(
1〉
〉

5
-
2
0
ロ
ロ
品
〉
ロ
司
向
田
区
口
問
(
回

0
2
2司
ω
E
Cロ
仏
関

O
E問
自
の
立
の

-a包
)

品
。
円
〉
叫
『
包
HO吋
古
品
。
口
ぐ
常
ω
n
E
O巳
。
口
ぬ
口

N
唱
。
山
向
。
口
会
肖
の
円
。
白
山
口
内
田
口
ω可
向
。

と
題
さ
れ
た
こ
の
調
査
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
鼓
肇
雄
「
マ

ッ
F
ス
・
ヴ
ェ
l
パ
l
の
工
業
労
働
調
査
論
に
つ
い
て
」
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ

l
パ
!
と
労
働
問
題
』
一
九
七
一
年
(
御
茶
の
水
書
房
〉
九
四
ペ
ー
ジ
以
下
、

を
参
照
せ
よ
。
社
会
政
策
学
会
は
一
九
一
一
年
の
大
会
の
第
二
日
目
(
一

O
月

-
O日
)
を
、
と
く
に
こ
の
調
査
の
方
法
と
成
果
を
め
ぐ
る
討
議
に
あ
て
て

二
三
九



ド
イ
ツ
機
械
制
線
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

い
る
。
仇
角
川
、
守
凡
〔
『
司
令
芯
位
、
ω
て
ぬ
一
、
宮
お
的
¥
見
、
旬
。
む
た
h
v
え
た
お
吋
H
U
∞
・
出
血
.
戸
O
F
O

官

N
一
四
H
U
H
M
唱
印
]
{
回
目
l
N
D
ω

(
2
)
Z
h
E
O
回
再
出
向
日
記
唱
〉
ロ
ω
}
命
的
。
ロ
ロ
《
同
〉
回
目
〉
器
切
に
口
問
且
耳
〉
吾
氏
件
。
話
。
r
p
口

晶
君

m
m
自
己
ユ
。
留
2
5
ロ

C
3
2口門HEmH門
戸

0
・
ロ
国
司
問
。
印
円
。
]
}
件
白
ロ
ι
ロ
ロ
〈
里
町
民
仲
l

-g円
詔
g
ι
2
=
の
】
白
血
げ
由
。
F
2
印
立
ロ
ロ
q
o
日
ロ
ロ
《
同
君
。
ヴ
2
0
日
=
〉
-
H
の
・
N
Z

冨
AM口。roロ
-
C
U仏げ
m
呂
町
山
田
知
7
0
日
ロ
-mw
口
広
・
ハ
∞
-
H
H
同
+
A
P
H
叶
・
)

九川町、吋
Z
H岡
崎
混
乱
、
品
目
で
町
、
丸
ヨ
句
h
m
町
、
匂
。
N
町
R
N
N
U守
CNhと
b
H
臼
臼
・
切
仏
J
H
0
日
間
V
N
H
何

回

UH--

(
3
)

高
橋
幸
八
郎
編
『
産
業
革
命
の
研
究
』
一
九
六
五
年
(
岩
波
書
庖
〉
所

収。

(

4

)

氏
原
正
治
郎
「
大
工
場
労
働
者
の
性
格
L

(

一
九
五
三
年
〉
「
労
働
市
場
の

模
型
」
(
一
九
五
四
年
)
い
ず
れ
も
同
『
日
木
労
働
問
題
研
究
』
一
九
六
六
年

(
東
大
出
版
会
〉
所
収
、
等
の
研
究
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
こ
の
問
題
領
域

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
氏
原
「
労
働
市
場
論
の
反
省
」
『
経
済
評
論
』
一
九
五

七
年
一
一
月
、
山
木
潔
「
京
浜
工
業
地
帯
調
査
に
つ
い
て
」
司
社
会
科
学
研
究
』

(
烹
大
社
研
v
第
二
二
巻
第
四
号
(
一
九
七
一
年
〉
を
参
照
。

(
5
)
大
野
『
ド
イ
ツ
資
本
主
義
論
』
一
九
六
五
年
ハ
未
来
社
)
所
収
。
ち
な
み

に
氏
は
そ
の
中
で
、
京
浜
工
業
地
帯
調
査
結
果
の
、
工
業
諸
部
門
の
労
働
者
の

出
自
の
差
異
や
金
属
工
と
機
械
工
の
位
絡
の
相
違
に
関
す
る
指
摘
を
、
「
示
唆

に
富
む
」
(
同
書
二
四
九
ペ
ー
ジ
〉
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
む
し
ろ
逆
に
、

大
河
肉
・
氏
原
グ
ル
ー
プ
の
調
査
研
究
が
、
ヴ
ェ

i
バ
1
発
案
の
ド
イ
ツ
社
会

政
策
学
会
の
作
業
を
下
敷
き
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

ザ。。

(

6

)

大
野
「
ル

i
ル
炭
鉱
労
働
力
の
孫
在
形
態
」
河
、
前
掲
書
所
収
。
「
第
一

部
門
」
と
い
う
把
握
の
嗣
題
性
、
及
び
綿
業
の
特
定
段
階
に
も
つ
意
義
令
指
摘

二
四
。

す
る
も
の
に
、
渡
辺
尚
「
産
業
革
命
と
『
ド
イ
ツ
資
本
主
義
吉
社
会
経
済
史

学
会
編
『
社
会
経
済
史
学
の
課
題
と
展
望
』
一
九
七
六
年
、
所
収
。

(
7
)

『
現
代
史
研
究
』
二
七
、
一
九
七
三
年
八
月
、
所
収
。
の
・
〉
・
悶
5
2
E
・

』
・
問
。
口
何
回
ハ
回
目
崎
・
)
N
U
患
な
与
。
句
。
N
R
Q
R
E
q
b
町
内
』
円
、
.
句
。
言
室
、
お
な
喜
弘

'凶

h
w
h
N
N
E
-
~
w
a
・
口
・
ニ
∞
叶
C
i
H
U
H
P
Z
位
目
。
『
B
H
申
立
・
の
九
章
「
社
会
的
下

層
」
m
-
M
お
民
・
に
は
一
一
一
宅
氏
の
利
用
さ
れ
た
ゲ
l
レ
や
プ
ロ
ン
戸
な
ど
の
記

述
が
収
め
ら
れ
、
便
利
で
あ
る
。

(
8
)

こ
の
時
期
の
労
働
者
の
把
握
・
理
解
を
め
ざ
す
研
究
に
は
、
の
R
E
え

出
Q
-
司
Q
h
a
訟
の
母
音
ミ
N
H
H
h
ご
H
U
弘
子
】
出
口
2
窓
口
H
u
g
伶
よ
う
な
資

料
的
利
用
価
値
を
も
っ
特
定
局
面
の
量
的
把
握
を
行
う
作
業
か
ら
、
の
ロ
ロ
H
F
R

H
耐
え
Y
M
E
守
句
。
町
民
Q
九
勺
内
通
豆
町
、
ね
な
な
L

『
室
、
ミ
ミ
の
号
室
言
可
-
h
h
H
忠
弘
、
宮

司
Q
R
E
.
3
h』
(
u
r
a
i
r
ミ
ミ
叫
g
a
a
n
州
民
ミ
刊
。
空
同
町
、
誌
な
同
ミ
片
岡
S
・
叶
，
O
5
d
司
p

z日
・
5
虫
、
や
尽
き
5
m
H
O
ロ
富
。

cz
マJ
i
『
W
N
H
N
h
丘
町
内
、
・
叶
』
G
h
。
2
.
R
H

N
W
Q
旬
、
句
。
」
、
。
~
日
告
出
町
内
沼
町
、
-
Q
S
K
勾ぬ
0
.
。
N
H
・
円
。
口
ι
。
ロ
H
U
斗
∞
(
2
司
・
}
v
m
ユ
ロ
〉
口

回
目
ω
件
。
円
山
口
由
】
司
q
m
u
o
口
広
ι

〈

0
・
。
2
5
2
4
4
。
待
。
『
ω
H
白
ι
白
H
U
N
G
)
の
よ
う
な
労

働
者
の
社
会
認
識
の
描
写
を
ね
ら
う
も
の
ま
で
様
々
な
レ
ベ
ル
の
も
の
が
存
在

す
る
。
た
だ
、
ひ
と
つ
言
え
る
こ
と
は
、
社
会
民
主
党
な
い
し
社
民
党
系
労
働

組
合
の
側
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
均
質
的
「
労
働
者
層
」
把
握
に
対
す
る
反
省
・

批
判
が
い
ず
れ
の
場
合
に
も
自
覚
的
に
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
こ
の
点
は
、

出
但
ユ
自
白
口
出
巧
ロ
ロ
巳
2
2
w
込
三
叉
町
内
喜
一
号
ミ
志
向
言
立
与
ユ
ミ
司
、
ミ
ミ
崎
町
町
内
予

同
門
ミ
宮
下
空
特
九
九
〈
号
記
号
、
h
Q
誌
な
お
と
室
内
ミ
h
s
号
、
、
曲
、
b
S
H
ね
る
喜
一
及
川
喜
h

(
S
U
D
-
-坦
ω
ω
γ
F
S
E
Z
三
宮
H
U
∞
?
の
よ
う
な
「
労
働
者
文
化
L

の
研
究

で
も
は
っ
き
り
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
〈
印
・
H
M
W
印
・
M
M
U
〉
口
B
-
ω
)

(
9
)

藤
瀬
「
ド
イ
ツ
産
業
資
本
の
確
立
と
上
か
ら
の
草
命
」
岡
田
与
好
繍
『
近

代
革
命
の
研
究
下
巻
』
一
九
七
三
年
(
東
大
出
版
会
)
所
収
、
一
一
五
べ

1



JY
。

(
刊
)
問
自
ω
冨
WFσ
「
じ
な
』

fQSN
ミ
ミ
丘
、
町
、
~
町
、
司
&
竜
丸

b
S
H句
。
』

~ba号
-

同
ミ
吉
川
町
恥
雪
道
h
-
h
R
N
h
内
喜
弘

N
忘
言
、
・
』
O
ロお

H
U
N
r
m
H
M
-

川
本
和
泉

「
一
}
一
月
前
期
ラ
イ
ン
繊
維
工
業
に
お
け
る
経
蛍
形
態
」
『
ド
イ
ツ
産
業
資
本
成

立
史
論
』
一
九
七
一
年
(
未
来
社
)
所
収
、
一

O
四
ペ
ー
ジ
。

門
口
)
問
。
ョ
ミ
ω-mw
同・

9
・∞
-
P
川
本
前
掲
書
、
一

O
五
ペ
ー
ジ
。
十
九
世
組

中
葉
の
グ
ラ
l
ト
バ
ッ
ハ
綿
業
の
展
開
に
つ
い
は
、
渡
辺
尚
「
『
M
・
グ
ラ
l

ト
バ
ハ
商
業
会
談
所
年
次
報
告
』
分
析
ハ
一
八
三
八
ー
一
八
六
一

)
1
iラ
イ

ン
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
は
、
何
を
ど
こ
か
ら
買
い
、
何
を
ど
こ
へ
売
っ
た
か
l

|
」
『
土
地
制
度
史
学
』
第
四
七
号
、
一
九
七
O
年
、
に
詳
し
い
。

〔
河
川
〉
'
同
窓
之
江
主

t
E
U
E
H
R
P
S
尚
之
内
旨

p
h室
、
可
。
~
h
F
切
弘
・
コ
∞
よ
り
。

工
場
の
歴
史
と
調
査
内
容

(
l〉

グ
ラ

i
ト
バ
ッ
ハ
紡
織
会
社
の
歴
史

ベ
ル
ナ
イ
ス
の
調
査
し
た
グ
ラ

1
ト

バ

ッ

ハ

紡

織

会

社

自

主

σ同
B

S
R
ω
唱

5
5
3
F
ロ
ロ
仏
当
日
σ
R巳
は
、
一
八
五
三
年
、
一
二
百
万
ク
ー
ラ

ー
の
資
本
金
を
も
っ
て
創
立
さ
れ
た
@
同
年
に
百
万
ク
ー
ラ
ー
の
増
資
が

な
さ
れ
て
い
る
@
工
場
建
設
や
経
営
組
織
は
イ
ギ
リ
ス
を
モ
デ
ル
に
し

た
。
一
八
五
五
年
八
月
に
紡
錘
数
一
五
、

C
O
Oで
操
業
開
始
、
年
内
に

は
二
万
錘
、
労
働
者
三
七
心
人
を
擁
し
た
@
こ
の
当
時
す
で
に
腕
の
い
い

織
布
工
の
不
足
が
嘆
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
一
八
五
七
年
に
は
、
綿
糸
四

l
三

O
番
手
、
平
均
的
に
一
四
|
一
五
番
手
が
生
産
さ
れ
、
モ
ス
リ
ン
、

斜
文
織
、
ピ

l
ヴ
ァ

i
、
フ
ァ
ス
テ
ィ
ア
ン
、
コ

l
ル
天
等
が
織
ら
れ
、

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
一
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

史。コ社第 3表会

山
山
中
』

105!o 

8% 

7.5% 

8% 

6.4% 

当自己労働者数

370 

平均 700

1， 165 

1，038 
847 

711 

織機台数

350 

608 

689 

572 

378 

286 

数

20，000 

36，130 

15，680 

20，450 
46，900 

55，136 

53，661 

54，589 

51，884 

錘紡

1855年末

1857年

iスロッスノレ
ミュール

1867年

1868/77 

1879/88 

1889/98 

1899/1908 

販
売
総
額
七
八
万

ク
ー
ラ
ー
に
の
ぼ

っ
た
Q

こ
の
時
期

に
は
、
こ
の
地
方

が
イ
ギ
リ
ス
綿
糸

依
存
か
ら
脱
け
出

て
自
立
し
た
生
産

力
を
も
つ
よ
う
に

(

2

)

 

な
る
。
下
っ
て
ア

メ
リ
カ
南
北
戦
争

期
に
は
綿
価
格
の

急
騰
で
減
産
し
、

一
八
六
四
年
三

一
、
九
七
五
タ

l

ラ
!
の
赤
字
を
計

上
し
た
が
、
並
白
山
瑛

戦
争
後
の
一
八
六

七
年
に
は
フ
ル
操

業
の
活
況
を
呈
し

た
ω

こ
の
年
、
労

働
時
間
が
二
二
時

聞
か
ら
一
二
時
間

に
短
縮
さ
れ
て
い

(Bernays， SS. 5 -8 ) 二
四



ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

る
。
一
八
九

O
年
以
前
に

つ
い
て
み
る
と
、
一
八
六

八
年
に
労
働
者
数
一
、
二

八
五
人
、
紡
錘
数
が
七
六

年
に
五
八
、
八
一
七
、
織

機
が
七
一
年
に
七
三
六

台
、
織
物
製
品
が
六
八
年

に
一
四
四
、
五
六

O
反、

総
販
売
額
が
八
一
年
に
五

二
O
万
マ
ル
ク
、
と
い
う

最
大
値
が
記
録
さ
れ
て
い

る
@
一
八
九
O
年
で
は
そ

れ
ぞ
れ
、
一
、

0
0
0
人

弱
、
五
七
、

O
八
O
錘
、
四

三
一
八
台
、
主
六
、
八
九
九

反
、
四
三

O
万
マ
ル
ク
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
数
値

も
一
八
九
O
年
の
方
が
低

い
が
、
た
だ
考
慮
す
べ
き

点
は
、
労
働
者
一
人
当
り

機
械
資
本
が
一
八
六
八
年

の
四
三
六
タ

l
ラ
l
(
一、

三
O
八
マ
ル
ク
)
か
ら
九

408 

224 

397 

3，534，427 

4，324，513 

2，862，417 

二
回
二

。
年
の
三
、
三
九
五
マ
ル
ク
に
上
昇
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
生
産

の
機
械
化
の
進
展
が
う
か
が
え
る
@

第
四
表
は
、
ベ
ル
ナ
イ
ス
の
調
査
年
で
あ
ろ
一
八
九
一
、
一
九
O
Q、

一
九
Q
八
の
三
つ
の
年
の
生
産
規
模
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か

付
け
加
え
て
お
〈
と
、
一
八
九
二
年
に
労
働
時
間
が
一
一
時
間
に
短
縮
さ

れ
た
。
一
九

C
五
年
に
二
六
六
台
の
ノ

I
ス
ロ
ッ
プ
織
機
が
司
設
置
さ
れ
、

織
物
生
産
が
著
し
く
増
大
し
た
@
男
女
織
布
下
一
は
、
一
人
で
八
!
二
一
台

を
操
作
し
た
Q

一
九
O
六
年
に
は
自
動
ミ
ュ

I
ル
が
四
八
四
錘
機
か
ら

八
一
六
な
い
し
九
O
Q錘
機
、
へ
と
大
型
化
し
た
。
一
八
九
四
年
に
紡
緩
工

場
、
一
九

C
五
年
に
織
布
工
場
が
新
-
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
会
社
は
生
産
高
、
販
売
額
と
も
そ
う
上
昇
し
て
い
る
と
は
忠
わ
れ

な
い
。
し
か
し
保
守
的
か
つ
慎
重
な
経
営
と
着
実
な
生
産
合
理
化
で
、
安

(
3
)
 

定
し
た
発
展
を
と
げ
て
き
た
企
業
の
よ
う
で
あ
る
@

ベ
ル
ナ
イ
ス
の
調
査

調
査
は
一
九
O
九
年
一
足
に
行
な
わ
れ
た
が
、
マ
リ

I
・
ベ
ル
ナ
イ
ス

は
そ
の
準
備
と
し
て
、
一
九

O
八
年
九
月
に
エ
場
に
勤
務
し
、
繰
返
し
工

ω℃
己
目
立
ロ
と
し
て
数
週
間
働
さ
、
そ
の
後
工
場
長
に
素
姓
を
明
か
し
、

調
交
の
便
宜
を
は
か
つ
て
も
ら
っ
て
い
る
Q

調
査
報
告
は
一
九
一

O
年
社

会
政
策
学
会
の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
@
報
告
は
、
第
一
部
「
職
業
選
択
と

職
業
運
命
」
(
第
一
一
編
年
齢
及
び
地
理
的
出
自
に
よ
る
選
択
、
第
二
一
編

職
業
的
出
自
に
よ
る
選
択
と
生
活
運
命
)
第
二
部
「
繊
維
工
業
労
働
の
心

理
物
理
学
」
、
と
い
う
構
成
で
あ
る
が
、
第
一
部
第
一
一
編
は
一
八
九
一
年
、

一
九
O
O年
、
一
九
O
八
年
の
労
働
者
に
関
す
る
客
観
的
デ

i
夕
、
あ
と



は
一
九

O
九
年
一
月
に
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
資
料
と
し

て
い
る
@
ベ
ル
ナ
イ
ス
の
も
の
を
も
含
め
た
こ
の
時
の
学
会
の
調
査
報
告

は
、
労
働
力
を
経
営
内
職
種
別
に
数
的
を
お
さ
え
て
い
る
点
に
限
っ
て

(

4

)

 

も
、
今
も
資
料
的
価
値
を
失
っ
て
い
な
い
。

三
つ
の
年
の
労
働
者
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
項
目
は
、
性
、
年
齢
、
職

種
、
各
年
の
入
社
の
月
、
入
社
待
の
年
齢
、
出
生
地
(
そ
の
人
口
及
び

M

-
グ
ラ

l
ト
バ
ッ
ハ
か
ら
の
距
離
)
、
宗
派
で
あ
る
@
一
九

O
九
年
の
質

問
表
で
は
、
父
の
職
業
、
祖
父
(
父
方
)
の
職
u菜
、
父
の
出
生
地
〈
U
祖

父
の
居
住
地
)
と

M
・
グ
ラ

l
ト
バ
ッ
ハ
か
ら
の
距
離
、
職
業
選
択
の
理

由
、
勤
務
先
・
居
住
地
・
職
業
(
職
種
)
の
変
更
回
数
、
勤
務
先
・
職
種

の
変
更
理
由
、
こ
の
工
場
で
の
就
業
期
間
、
本
人
及
び
父
の
兵
役
検
査
の

合
否
(
男
子
)
、
住
居
形
態
、
未
婚
・
既
婚
の
別
、
後
者
の
結
婚
年
齢
、

子
供
の
数
、
幼
児
死
亡
数
、
息
子
の
職
業
、
休
日
の
過
ご
し
方
、
許
さ
れ

る
な
ら
ば
就
い
て
み
た
い
職
業
(
男
子
)
、
工
場
に
留
ま
り
た
い
か
、
他

に
何
か
や
り
た
い
か
(
女
子
〉
、
が
尋
ね
ら
れ
た
。
第
二
部
の
資
料
と
し

て
は
さ
ら
に
、
出
来
高
賃
の
賃
銀
高
と
そ
の
変
動
(
季
節
・
遍
・
日
の
変

化
)
、
子
供
時
代
の
居
住
地
内
宮
仏

Z
5
0
2
の
人
口
、
疲
労
感
、
「
緊
張
」

〔

5
)

感
の
有
無
、
向
上
意
欲
の
デ

l
タ
が
得
ら
れ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
@

(

1

)

切
耳
目
印
可
p
p
p
p
-
m∞
・
日
ロ
以
下
ベ
ル
ナ
イ
ス
の
こ
の
本
に
つ
い
て

は
、
印
・
:
・
・
:
で
示
す
。

ハ
2
)

印
・
問
、
渡
辺
「
Ei--
分
析
」
三
九
ペ
ー
ジ
も
参
照
せ
よ
。

(

3

)

印・

5
・
9
号
『
冨
・

4司
O
F
O
E
S
玄
・
回
買
ロ
ミ
ω)

ハ
4
〉
例
え
ば
の
R
F
R品
〉
品
。
】
日
記
5
・
u
-
o
t
o『
C
E
R
F
O
〉
5
1
Cロ
仏
当
。
ナ

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

5
E
ι
c
z
z
品
。
円
仏
2
5
F
3
4司町
g
n
g口
同
∞
コ
lHUH∞・山口

N
叉
-

H句内込町、
q
H
¥帆郎、・

q
ミミ垣内、町宮内ミ旬
hsqbN.nFHF
田町山『
O同仲

5
・
H由叶
m
Y
N
-
∞-

印・
M
N
・

(

5

)

ベ
ル
ナ
イ
ス
は
、
こ
の
グ
ラ
i
ト
バ
ッ
ハ
紡
織
会
社
の
調
査
の
他
に
、
あ

と
二
つ
の
調
査
報
告
を
行
な
っ
て
い
る
。
戸
〕
口
Z
5
5
E
ロ聞のロ

U
F
2
E
O

印。『唱釦ロ
W
Z
円
向
。
ロ
色
。
円
〉
円
v
a
z
z
gロ
巴
芯
門
司
KW210ロ仏己
2
K戸
手
己
宮
司
。
《
HHMO

ロロ且唱九回目
HHO口
仏
血
命
的
〉
司
『
包
Hmg伺
伶

mwe
何
日
出
命
日
同
可
国
間

Nに
叶
可
ωuEUOUHMU『
ω長
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日
で
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¥
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ω印・

5
u
l
E
S
で
あ
る
。
加
え
て
彼
女
ば
、
こ
の
社
会
政
策
学
会
の
調
査
報
告
の

全
体
を
ま
と
め
た
も
の
を
書
い
て
い
る
。
∞
O
E
P垣
島
-
5同《目白
2
民
自
n
E・

。r
g円
安
wω
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O
B
O口
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ロ
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FRHOBW
山
口
与
、
内
』
崎
町
古
¥
晶
、
句
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NhAHhE

5
2
2
R
宮
、

s
h
旬。
N芯
令
。
h
h
H
F
切
手

8
0
2
3
u
切払・

8
0
U
H
3
・

こ
こ
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
ベ
ル
ナ
イ
ス
は
、

M
・
ヴ
ェ
1
バ
ー
が
そ
の
方

法
論
を
書
き
、
自
ら
調
査
も
行
な
っ
た
「
心
耳
物
理
学
」
の
研
究
を
、
い
わ
ば

「
直
系
」
と
し
て
受
け
継
い
だ
。

本
稿
で
は
、
賃
銀
高
の
変
動
と
諾
要
因
の
関
連
を
探
る
こ
の
「
心
理
物
理

学
」
の
問
題
(
報
告
第
二
部
)
に
は
立
ち
入
れ
な
い
。
一
言
付
せ
ば
、
ベ
ル
ナ

イ
ス
の
場
合
、
ヴ
ェ

l
パ
!
に
あ
っ
た
方
法
論
深
化
へ
の
関
心
〔
一
九
O
七
年

の
R
・
シ
ュ
タ
ム
ラ
l
批
判
論
文
、
さ
ら
に
『
工
業
労
働
調
査
論
』
(
白
本
労

働
協
会
)
一
九
七
五
年
、
訳
者
鼓
氏
の
「
解
説
|
|
マ
ッ

F
ス
・
ず
ェ
l
パ
!

の
労
働
調
査
論
に
つ
い
て
|
|
」
を
見
よ
)
が
希
薄
で
あ
る
よ
う
だ
。

九叫・

k
・戸、・¥・

h
J

お
ω
・∞
ι
・
に
ウ
い
て
は
、
肘
耳
目
ロ
印
N
担

σひ
の
紹
介
記

事
が
あ
る
。

h
2
E
e
¥
.
，同

S
-
F
h
w』p
・
国
内
田
・
臼
品
・
印
印
・
白
山
自
由
明
N
-

二
四
三



調
査
結
呆
の
検
討

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

124 

工
場
内
労
働
刀
構
成
i
!
工
程
と
職
種

こ
の
工
場
の
作
業
工
程
及
び
一
八
九
一
年
、

一
九

O
O年
、
一
九
心
八
年
の
続
業
者
紋
を
み

る
こ
と
で
、
労
働
力
構
成
の
概
観
が
得
ら
れ

る
Q

男
子

1
、
手
工
業
者
は
機
械
の
保
守
、
建

物
の
営
繕
等
に
あ
た
り
、
錠
前
工
、
木
材
・
金

属
職
人
、
れ
ん
が
工
等
が
含
ま
れ
る

Q
2
、
職

長
は
労
働
者
の
作
業
成
果
の
監
督
を
行
な
う
。

こ
の

1

・2
が
工
場
内
「
且
貝
族
」
層
を
な
し
、

二
週
間
の
賃
銀
が
平
均
で
四
五
1

五
五
マ
ル
ク

で
あ
る
@
3
、
織
布
工
と
4
、
紡
績
工
は
熟
練

工
m
一
色
町
一
百
件
で
、
出
来
高
賃
銀
で
あ
り
、
平
均

で
は
二
週
間
で
図
。
|
五

0
マ
ル
ク
、
多
い
者

で
凶
五
|
五
五
マ
ル
ク
に
な
る
。
紡
綾
工
は
、

自
動
紡
績
機
訟
は
田
口

g
吋
を
扱
い
、
補
助
作
業

を
す
る
見
習
期
間
中
の
者
も
い
る
が
、
統
計
で

は
一
括
さ
れ
る
@

5
、
不
熟
練
機
械
作
業
工

は
、
混
綿
、
打
綿
、
杭
綿
等
を
行
な
う
者
、

6
、
不
熟
練
非
機
械
作
業
工
は
、
繊
維
に
直
接

か
か
わ
ら
な
い
包
装
や
木
管
運
搬
、
雑
役
に
従

二
四
四

計

1908 

48 

30 

115 

99 

25 

127 

211 6ヰ叫 568

而 [--7日

月比 CS. 23 f) 

31-40歳 41-50歳 51-60歳 60歳以上

1891 [19叫9081891 1900¥1蜘1叫叫908 891 11900 I 
7 13 9 6 21 7 8 6 1 491 

4 9 9 7 5 5 2 1 B 25 

32 21 18 161 23 151 17 8 7 。 3 203 113 

17 15 13 31 11 10 。3 5 。。。161 109 
6 1 1 5 2 3 2 41 4 2 。1 21 9 
17 15 11 141 16 141 14 111 10 3 3 3 110 130 

19 26 18 171 21 25 91 11 19 61 10 5 89 127 

構齢

叫 95[

年。コ



事
す
る
者
、

7
、
織
布
補
助
作
業
工
は
、
糊

付
、
け
ば
取
り
、
検
査
等
に
従
事
す
る
者
で
、

以
上
の
不
熟
練
ロ
異
色
白
円
三
一
一
一
種
は
日
給
で
あ

り
、
平
均
で
二
週
間
に
成
年
が
三

O
l
四
0
マ

ル
ク
、
若
年
が
二
。
|
一
二

9
マ
ル
ク
を
得
て
い

る。
女
子
熟
練
工
と
さ
れ
る
の
は
、

1
、
織
布

ヱ、

2
、
精
紡
ヱ
(
男
子
の
紡
績
工
に
対
応
、

リ
ン
グ
紡
績
機
を
扱
う
)
、

3
、
粗
績
工
の
一
二

種
で
あ
る
@
い
ず
れ
も
出
来
高
賃
銀
で
、
二
週

間
で
織
布
ヱ
が
平
均
三
五
|
四

0
マ
ル
ク
(
最

高
ク
ラ
ス
は
四

O
I四
五
マ
ル
ク
〉
、
紡
績
工
両

種
が
二
五
|
三

0
マ
ル
ク
(
同
三
五
|
四

0
マ

ル
ク
)
を
得
て
い
る
。
二
ハ
歳
ま
で
の
見
習
期

間
に
あ
る
者
は
平
均
一
二
一

O
i二
・

0
0
マ

ル
ク
の
日
給
が
支
払
わ
れ
る
@
統
計
で
は
男
子

同
様
本
工
と
一
括
さ
れ
る
@
未
熟
練
工

gl

問。
Z
2
5
は
、
比
較
的
短
期
の
訓
練
期
簡
を
要

す
る
四
種
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
出
来
高
賃
銀

で
、
平
均
し
て
二
五

i
三
0
マ
ル
ク
(
同
三

O

|
一
二
五
マ
ル
ク
マ
訓
練
期
間
に
は
最
高
で
二

|
ニ
・
ニ

0
マ
ル
ク
の
臼
絵
が
支
払
わ
れ
る
@

4
、
練
条
エ
は
椛
綿
機
に
か
け
ら
れ
た
綿
を
粗

数

14-16歳 17-21歳 22-30歳

1891 I附 11908 1飢|附 11908 1891 I附 11908

手 ヱ 業 者 。| 5 3 9 10 11 

耳裁 長 。。。 。 。4 
織 布 二仁 33 9 11 21 36 36 28 25 

紡 績 ヱ 40 23 16 65 39 37 36 18 18 

織布補助工 1 。1 1 2 7 4 。8 
不熟練機械作業ヱ 1 8 10 29 45 47 32 32 

不械熟作 練 10 10 19 22 18 16 非機 業工

全男子 114 

織 布 工 37 6 5 34 14 20 23 13 17 

リング紡績ヱ 22 26 69 50 67 76 41 65 53 

粗 紡 ヱ 6 3 7 36 32 52 69 73 52 

紹 取 ヱ* 18 30 36 57 82 35 49 45 34 

クロス繰返し工 2 11 12 

繰 返 し 二工 2 4 6 20 17 15 20 31 15 

撚 糸 エ 2 1 1 11 17 15 12 12 14 

練 条 ヱ 1 。。12 27 43 28 51 51 
不 害事 練 ヱ 3 4 3 6 4 5 3 4 7 

全土王|竺11 2451 255 

会者働労第5表

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
ヱ
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

二
四
五

* 1908年に不明者1あり。



ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

し
の

紡
機
に
か
け
ら
れ
る
程
度
の
篠
に
す
る
練
条
機
を
扱
、
三
訓
練
期
聞
は
数

日
で
済
む
。

5
、
繰
返
し
ヱ
は
糸
を
ス
ピ
ン
ド
ル
か
ら
織
機
の
経
糸
用
リ

ー
ル
に
繰
る
作
業
を
行
な
い
、
四

l
六
週
間
の
訓
練
期
間
が
必
要
で
あ

る
@
6
、
撚
糸
工
の
扱
う
機
械
は
リ
ン
グ
紡
績
機
に
似
て
い
る
が
、
ス
ピ

ン
ド
ル
の
回
転
数
が
紡
績
機
の
七
、
五
O
O
回
/
分
に
比
し
て
四
J
五、

0

0
0
図
/
分
と
少
な
く
、
糸
も
切
れ
に
く
い
。
訓
練
期
間
は
四
週
間
程
度

か
せ

で
あ
る
。

7
、
紹
取
り
工
は
、
撚
糸
に
さ
れ
な
か
っ
た
糸
を
出
荷
で
き
る

総
の
形
に
す
る
作
業
を
行
な
う
。
手
の
作
業
が
多
く
、
こ
つ
と
器
用
さ
が

必
要
と
さ
れ
、
訓
練
期
間
も
六
1

八
週
間
位
と
ら
な
い
と
日
給
を
上
ま
わ

(
3〉

る
出
来
高
貨
が
稼
げ
な
い
。

8
、
補
助
労
働
者
と

9
、
掃
除
婦
は
不
熟
練

で
あ
り
、
賃
銀
は
日
給
、
二
週
間
で
ニ
O
|
三

0
マ
ル
ク
の
間
で
あ
る
@

以
上
の
男
子
七
種
、
女
子
九
種
と
い
う
編
成
は
、
三
つ
の
調
査
年
を
連

(

4

)

 

じ
て
原
刻
的
に
変
位
し
て
い
な
い
@

グ

程

関線・混綿

打綿

統綿

練条

粗紡

精紡

l工自動 ユーノレ

エ業

「紹取撚糸

→繰返し・整経

糊付

総布

けば取り

検査・発送

作

二
四
六

(
5〉

年
齢
構
成

当
該
年
に
工
場
で
少
し
で
も
働
き
、
従
っ
て
第

5
表
で
数
え
ら
れ
て
い

る
全
労
働
者
中
、
約
七
割
が
一
ニ
O
歳
以
下
、
女
子
の
み
で
は
約
八
割
が
三

O
歳
以
下
で
あ
る
@
女
子
に
若
年
層
が
多
い
。
全
体
で
は
一
七

l
一
一
一
歳

が
三
割
強
、
二
二

l
三
O
歳
が
三
割
弱
、
三
一
|
四
O
歳
が
約
一
二
%
を

占
め
、
こ
れ
が
労
働
者
層
の
中
軸
を
な
す
。
こ
の
一
七
年
の
聞
に
四
一
ー
ー

(
6
)
 

五
ワ
歳
が
七
・
五
↓
八
・
九
%
、
五
一
六
O
歳
が
四
・
七
↓
五
・
七
Mm

と
や
や
増
加
し
た
が
、
高
齢
労
働
者
の
勤
続
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
@
だ
が

総
じ
て
大
き
な
年
齢
構
成
上
の
変
化
の
な
い
こ
と
は
、
こ
の
工
業
の
技
術

的
諸
条
件
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
上
記

の
全
体
的
な
数
値
は
職
種
別
の
検
討
を
経
な
け
れ
ば
平
板
な
数
値
に
留
ま

る
。
(
以
下
、
第
6
表
参
照
)

男
子
ま
ず
紡
績
ヱ
と
織
布
ヱ
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
と
ち
ら
も
中
心

を
な
す
の
は
一
七
!
三

Q
歳
で
、
こ
こ
に
半
数
以
上
が
集
ま
り
、
そ
の
前

後
の
年
齢
層
が
そ
れ
に
つ
づ
く
。
た
だ
紡
績
工
の
方
が
よ
り
若
年
ク
ラ
ス

に
多
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
一
四

l
二
一
歳
で
そ
れ
ぞ

れ
五
三
・
六
%
と
四

0
・
九
形
、
四
一
歳
以
上
で
一
五
・
二
Mm
と
一
一
一
・

七
Mm
と
い
う
差
が
出
て
い
る
。
次
に
不
熟
練
機
械
作
業
ヱ
で
は
、
三
O
歳

以
下
が
五
六
・
二
↓
六
五
・
四
↓
七

0
・
一
彪
と
増
大
し
、
四
一
歳
以
上

が
二
八
・
二
↓
二
三
・
一
T
!

と
二
・
コ
一
労
と
減
少
し
た
。
同
じ
不
熟
練
で

も
非
機
械
作
業
主
で
は
、
三
O
歳
以
上
が
四
二
・
七
↓
四
十
ハ
・
五

4
四
六

・
C
%
と
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
不
熟
練
グ
ル
ー
プ
で
も
、
機
械

に
た
ず
さ
わ
る
職
種
で
は
、
熟
練
工
の
年
齢
構
成
に
わ
ず
か
な
が
ら
接
近



第B表 1908年の年齢構成(%)

~柑 14-16117二山2-30し3~=-40 1~1-50 151-60 I ?g歳| 計~ I ~'%-~U I u-""l "，，-;:;JV円 -'%VI'%~-JUIJ~-UVI 以よ I (人数〉
ド 職種 ~I I I -'7> -'-I 

ツ
機
械
制
綿
エ
業

お

労
働
力
。コ
編
成
と
選
択

て

手工業者 6.3 12.5 12.5 16.7 2. 1 48 

織 布 ヱ 9.6 31. 3 21. 7 I 15.7 13.0 6. 1 2.6 115 
紡 績 工 16.2 37.4 18.2 i 13.1 10.1 5. 1 。 99 
1メニ、 男 子 10.6 27.3 20.1 14.6 14.1 9.7 3.7 568 

全男子(残数〉 12.0 21. 6 17.0 14.0 18.7 11. 7 5.0 342 

1890年

両二16117-21 I 22-30 I 31-40 r 41-50-1 51-6()|全数

3;;|;;::l::|:;(:;l::|11: 1908年

第 1図 1908年女子職種別年齢構成

四
七

未熟練三種
% 
40 

35 精紡工

不熟練工

ミよミ
14-16 17-21 22-30 31-40 41-50 51-60 61ー

全女工平均(%)
14.5 31.5 33.0 12.2 5.3 3.4 0.2 



ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
一
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

し
て
い
る
(
若
年
化
)
こ
と
が
み
れ
ら
る
Q

職
長
は
、
若
年
で
は
勤
ま
ら

ず
、
ま
た
信
用
の
あ
る
人
物
な
ら
ば
高
齢
で
も
勤
め
つ
づ
け
ら
れ
る
の

で
、
独
特
な
年
齢
構
成
と
な
る
。
三
一
ー
!
豆

O
歳
が
半
数
以
上
、
二

O
歳

代
に
若
干
名
、
あ
と
は
五
一
歳
以
上
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

女
子
女
子
全
体
の
年
齢
構
成
に
近
い
職
種
は
未
熟
練
工
(
繰
返
工
・

撚
糸
工
・
練
条
工
)
で
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
に
高
齢
に
儒
侍
す
る
粗
紡
ヱ

と
不
熟
練
工
、
及
び
若
年
に
偏
侍
す
る
精
紡
工
と
総
取
工
が
あ
っ
て
、
一

定
の
差
を
示
し
て
い
る
。
若
年
層
の
多
い
後
者
二
職
種
で
は
、
一
八
九

O

年
か
ら
一
九
O
八
年
に
か
け
て
、
こ
の
低
齢
化
が
急
速
に
進
ん
だ
。
組
問
紡

ヱ
で
は
一
四

l
一
六
歳
が
一
七
・
九
↓
二
二
・
二
筋
、
一
七

l
一
ご
歳
が

四
Q
・
七
↓
三
四
・
四
%
、
総
取
ヱ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
了
九
↓
一
一
九

・
O
M、
四
0
・
七
↓
二
八
・
二
銘
と
、
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
織
布
工

は
や
や
例
外
的
な
変
化
を
示
し
た
。
一
八
九

O
年
で
は
最
も
若
い
労
働
者

が
多
く
、
了
度
一
九
O
八
年
の
精
紡
工
・
総
取
工
の
カ

l
プ
に
類
似
し
て

い
た
が
、
高
齢
化
償
向
が
み
ら
れ
、
一
九
O
八
竿
門
会
数
は
五
四
に
減
少
)

で
は
、
む
し
ろ
粗
紡
工
に
近
い
カ

l
プ
を
措
い
て
い
る
Q

(
7
)
 

地
理
的
出
自

1

出
生
地
と
M
・
グ
ラ

i
ト
パ
ッ
ハ
の
遠
近

こ
こ
で
は
労
働
者
の
出
生
地
と
M
・
グ
ラ
l
ト
バ
ッ
ハ
の
距
離
な
い
し

出
生
地
の
位
置
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
ヱ
場
へ
の
労
働
力
の
供
給
源
を

検
討
す
る
。

極
離
に
つ
い
て
は
、
半
径
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
H
第
1
圏
、
一
二

0

キ
ロ
以
内
U
第
2
圏
、
一

O
Q
キ
ロ
以
内
U
第
3
圏
、
副
0
0
キ
ロ
以
内

二
四
八

日
第
4
圏
、
そ
れ
以
遠
の
ド
イ
ツ
目
東
エ
ル
ペ
、
及
び
外
国
(
距
離
で
は

な
い
)
の
六
歯
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
行
政
単
位
で

の
区
分

(
M
・
グ
ラ

i
ト
バ
ッ
ハ
市
、
グ
ラ
I
ト
バ
ッ
ハ
郡
、
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
県
、
ラ
イ
ン
州
、
プ
ロ
イ
セ
ッ
邦
、
ド
イ
ツ
帝
国
、
オ
ラ
ン

ハ
8
〉

ダ
、
他
の
外
国
)
も
調
べ
ら
れ
て
い
る
。

は
じ
め
に
労
働
者
層
全
体
の
様
子
及
び
一
八
九
一
↓
一
九
O
八
年
の
変

化
を
み
て
お
こ
う
。

ー
、
最
大
の
供
給
源
は
第
1
箇
(
全
労
働
者
の
五
七
・
一
二
↓
五
五
・
九

銘
)
で
あ
る
。
た
だ
細
か
く
み
る
と
、
そ
の
中
で
も
M
・
グ
ラ
l
ト
バ
ッ

ハ
市
四
一
・
九
↓
三
八
・
六
Mm、
郡
が
一
五
・
三

L
一
七
・
三
労
と
い
う

わ
ず
か
な
変
化
は
あ
る
。

2
、
第
二
の
供
給
源
は
第
2
圏
で
、
ラ
イ
ン
河
左
岸
の
工
業
地
帯
が
含

ま
れ
、
一
三
・
九
↓
一
六
・
三
銘
と
や
や
増
加
し
て
い
る
@

3
、
第
4
圏
三
二
・
八
↓
一
一
了

O
M
)
が
第
3
圏
(
一
一
・
二
↓

八
・
九
%
)
を
よ
ま
わ
っ
て
い
る
。
し
か
も
第
四
国
の
う
ち
で
も
一

O
Q

l
一
五

0
キ
ロ
に
集
中
し
て
お
り
、
主
に
モ

l
ゼ
ル
川
の
南
北
フ
ン
ス
リ

ュ
ッ
ク
及
び
ア
イ
フ
ェ
ル
の
出
身
者
が
多
い
。
さ
ら
に
そ
の
中
で
も
三
つ

の
郡
F

S島
吋
四
日
目

(
N
巳
F
H内
o
n
F叩
H
F
ω
E
B
Rる
の
出
身
者
は
一

O
六

↓
一
一
七
↓
七
八
人
を
数
え
て
い
る
。

4
、
遠
隔
地
出
身
者
は
少
な
い
。
シ
ュ
レ
ジ
ェ
ン
・
ポ
l
ゼ
ン
・
東
西

プ
ロ
イ
セ
ン
州
か
ら
は
二
八
↓
二
四
人
に
と
ど
ま
る
。
近
く
の
外
国
オ
ラ

ン
ダ
か
ら
は
一
七
↓
四
三
↓
六
三
人
(
一
一
了
八
銘
)
と
増
加
し
、
一
定
の

比
率
を
占
め
て
い
る
。
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ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

5
、
第
3
圏
、
と
く
に
ラ
イ
ン
州
出
身
者
(
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
県
以

外
)
の
減
少
ハ
二
四
・
四
↓
一
七
・
九
Mm)
が
目
に
つ
く
@

6
、
以
上
の
変
化
は
あ
れ
、
一
八
九
一
↓
一
九

O
八
年
と
、
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
変
化
は
こ
こ
で
は
な
か
っ
た
、
と
一
吉
守
え
よ
う
。

次
に
い
く
つ
か
の
職
種
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

男
子
手
工
業
者
・
職
長
は
、
ず
っ
と
第
1
・
2
圏
が
七

l
八
割
を
占

め
て
局
地
的
リ
ク
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
紡
績
工
は
第
1

圏
が
六
五
・
二
↓
七
二
・
七
Mm
、
第
2
回
闘
が
二
了
四
↓
六
・
一
%
と
、

リ
ク
ル
ー
ト
の
著
し
い
局
地
化
を
み
せ
た
。
外
国
人
は
四
・
九
↓
九
・
一

%
と
増
し
て
い
る
。
逆
に
織
布
工
は
第
1
圏
が
四
八
・
二
↓
三
八
・
三

%
、
第
2
圏
が
一
二
・
二
↓
一
三
労
、
第
4
圏
が
二
了
四
↓
一
一
九
・
五

Mm
と
、
む
し
ろ
軽
い
拡
散
化
を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
外
国
人
、
特
に
オ
ラ

ン
ダ
人
が
八
↓
一
九
人
三
六
・
五
銘
)
と
増
え
て
い
る
。
男
子
全
体
で

は
、
や
は
り
ラ
イ
ン
左
岸
(
第
1
・
2
圏
)
が
ず
っ
と
約
七
割
を
占
め
て

き
た
。
第
4
圏
の
う
ち
約
半
数
が
ア
イ
フ
ェ
ル
・
フ
ン
ス
リ
ュ
ッ
ク
出
身

と
の
こ
と
で
あ
る
。

女
子
女
子
の
場
合
、

M
・
グ
ラ

I
ト
パ
ッ
ハ
と
ア
イ
フ
ェ
ル
・
フ
ン

ス
リ
ュ
ッ
ク
が
二
つ
の
中
心
的
労
働
力
供
'
給
源
を
な
す
。
熟
練
工
グ
ル
ー

プ
は
局
地
的
リ
ク
ル
ー
ト
と
い
え
る
。
精
紡
工
は
そ
の
典
型
で
あ
り
、
第

1
圏
が
七

0
・
七
↓
七
四
・
二
%
、
第
4
圏
が
一
二
・
九
↓
五
・
四
Mm
と

い
う
局
地
化
を
示
し
、
男
子
紡
績
工
と
似
た
リ
ク
ル
ー
ト
を
行
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
織
布
工
も
や
は
り
男
子
織
布
工
に
似
た
供
給
源
比
率

を
も
つ
が
、
相
違
点
は
外
国
人
〈
四
・
八
↓
一
一
・
一
%
〉
が
オ
ラ
ン
ダ

二
五

O

国
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人
よ
り
も
む
し
ろ
ろ
べ

l
メ
ン
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
@
未
熟
練
工
の
う
ち
紹
取
工
は
熟
練
工
に
近
く
、
第
1
圏
が
五
六
↓
六

四
%
と
増
加
、
ラ
イ
ン
州
の
比
率
が
二
七
・
一
-
↓
一
五
・
三
Mm
と
低
下
し

た
@
以
上
の
職
種
で
は
、
地
元
が
リ
ク
ル
ー
ト
源
と
し
て
は
ラ
イ
ン
州
南

部
を
侵
食
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
他
の
未
熟
練
及
び
不

熟
練
ヱ
の
職
穫
で
は
、
む
し
ろ
ラ
イ
ン
州
南
部
出
身
者
の
比
率
が
高
ま
っ

て
い
る
も
の
も
あ
る
@
撚
糸
工
で
は
第
1
圏
で
五
五
・
五
↓
三
五
・
一

Mm

と
減
少
、
第
4
圏
で
一
八
・
五
↓
四

0
・
五
勿
と
増
加
し
た
。
練
条
ヱ
も

そ
れ
に
近
い
変
化
を
み
せ
た
。
不
熟
練
工
で
は
M
・
グ
ラ
l
ド
バ
ッ
ハ
が

五
一
二
・
八

L
一
二
・
九
Mm
と
滅
り
、
第
2
・
3
・
4
閣
が
増
え
て
、
供
給

地
の
拡
散
化
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
女
の
場
合
大
き
く
み
る
と
、
熟
練
三

種
と
未
熟
練
二
種
(
総
取
エ
・
ク
ロ
ス
繰
返
し
工
)
の
五
職
種
は
局
地
的

リ
ク
ル
ー
ト
を
行
な
い
、
残
り
の
未
熟
練
三
種
と
不
熟
練
の
計
四
職
種

は
、
地
元
と
並
ん
で
、
ア
イ
フ
ェ
ル
・
フ
ン
ス
リ
ュ
ッ
ク
地
方
を
中
心
と

し
た
州
内
遠
隔
地
リ
ク
ル
ー
ト
を
行
な
う
、
と
い
う
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
@

2

出
生
地
人
口
規
模
別

つ
ぎ
に
労
働
者
を
、
そ
の
出
生
地
の
人
口
規
模
別
に
分
類
し
て
み
よ

う
。
こ
れ
に
依
る
方
が
、
前
項
の
遠
近
分
類
よ
り
も
職
種
間
の
相
違
や
変

化
を
は
っ
き
り
示
す
こ
と
が
で
き
る
@
分
類
は
、
人
口
が
一
ー
l

て
0
0

0
人
の
村
〈
U
R
σ
、
千
五
千
人
の
農
村
都
市
や
自
身
宮
内
出
場
こ
こ
で

は
町
と
呼
ん
で
お
く
て
五
千
五
万
人
の
小
都
市
(
呂
田
山
口
問
窓
仏
。
、
五

万
i
一
O
万
人
の
中
都
市
(
沼
宮
即
日
田
芯
品
。
、
一

O
万
人
以
上
の
大
都
市

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

(の

g目
的
門
出
血
件
)
の
五
区
分
で
行
な
わ
れ
る
@

前
項
に
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
地
元
の

M
・
グ
ラ

l
ト
バ
ッ
ハ

の
人
口
は
、
一
八
九
五
年
に
五
三
、
六
六
二
人
、
一
九

O
五
年
に
六

O
、

七
O
九
人
、
一
九
O
九
年
に
六
五
、
七
六
八
人
と
、
一
貫
し
て
中
都
市
に

入
る
Q

中
都
市
出
身
者
は
、
全
労
働
者
の
四
二
↓
三
八
・
一
了
v
三
九
・
七

%
と
常
に
首
位
を
占
め
て
き
た
。
村
は
二
Q
・
一
↓
一
七
・
九
緒
、
町
も

二
二
・
五
↓
一
四
・
一
%
と
減
少
し
、
か
わ
っ
て
小
都
市
が
一
一
・
九
↓

一
八
・
九
Mmと
伸
び
た
。
大
都
市
は
一

-
Q
↓
三
・
九
銘
と
常
に
最
下
位

で
あ
っ
た
@

男
子
男
子
労
働
者
の
ひ
と
つ
の
典
型
は
紡
績
工
で
あ
る
。
中
都
市
が

四
五
・
九
↓
四
四
・
四
%
と
首
位
を
占
め
、
村
十
町
が
三
四
・
七
↓
一
四

.
二
必
と
激
減
し
、
小
都
市
が
一
一
一
一
・
五
↓
三

0
・
三
労
と
第
二
位
に
な

っ
た
@
織
布
工
で
は
中
都
市
が
三
分
の
一
前
後
を
占
め
て
首
位
は
変
わ
ら

な
い
が
、
村
十
町
も
、
四
六
・
ニ
ー
さ
二
・
三
Mm
と
減
少
し
つ
つ
も
そ
の

相
対
的
意
義
を
保
っ
て
い
る
@
小
都
市
は
一
一
・

O
↓
一
一
二
ニ
必
と
変

化
が
な
い
。
不
熟
練
機
械
作
業
エ
で
は
村
・
町
の
減
少
、
小
・
中
都
市
の

増
加
が
み
ら
れ
、
同
非
機
械
作
業
工
で
は
、
中
都
市
の
減
少
、
村
・
町
・

小
都
市
の
増
加
が
認
め
ら
れ
は
す
る
が
、
明
確
な
傾
向
と
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
手
工
業
者
は
(
一
九
O
八
年
で
〉
中
都
市
五
回
・
二
%
、
町
二

二
・
九
Mm
と
例
外
的
な
分
布
で
あ
る
。
村
・
町
か
ら
小
・
中
都
市
へ
、
と

い
う
傾
向
が
妥
当
す
る
の
は
機
械
作
業
労
働
者
で
、
と
く
に
技
術
を
要
す

る
紡
績
ヱ
で
著
し
い
。
不
熟
練
工
の
出
生
地
の
遠
近
・
人
口
の
大
小
に

は
、
そ
れ
ほ
ど
明
瞭
な
規
則
性
を
見
る
の
は
困
難
で
あ
る
@

二
五



数

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
日
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

115 

99 
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124 

821 

子
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女
子
村
・
町
減
少
、
小
・
中
都
市
増
加
の
傾

向
は
織
布
ヱ
以
外
の
熟
練
工
と
総
取
工
に
顕
著
に

示
さ
れ
る
。
職
種
別
の
変
化
は
、
前
項
の
出
生
地

の
遠
近
の
検
討
で
得
ら
れ
た
像
と
一
致
す
る
。
典

型
的
な
精
紡
ヱ
で
は
中
都
市
が
ず
っ
と
半
数
を
越

え
て
お
り
、
村
十
町
が
三
三
・
四
↓
一
四
・
五

Mm

へ
、
小
都
市
が
一

0
・
六
↓
一
九
・
五
%
へ
と
大

き
く
変
化
し
た
@
逆
の
代
表
例
と
し
て
撚
糸
工
を

み
る
と
、
中
都
市
の
減
少
は
著
し
く
、
町
は
や
や

減
少
し
た
も
の
の
村
が
大
き
く
増
加
し
た
。
未
熟

練
工
で
は
村
十
町
の
出
生
者
が
半
数
を
越
え
て
い

る
。
た
だ
し
総
取
工
は
、
出
生
地
か
ら
み
る
限

り
、
未
熟
練
工
よ
り
も
熟
練
工
に
よ
り
近
い
存
在

で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
Q

(

9

)

 

社
会
的
出
自

1

父
親
の
職
業

こ
こ
で
は
、
労
働
者
の
父
親
の
職
業
を
七
つ
に

分
け
て
、
そ
れ
を
も
っ
て
労
働
者
の
出
身
社
会
層

と
し
、
簡
単
な
分
析
を
試
み
る
。
七
区
分
と
は
、

A
1繊
維
工
業
労
働
者
、

B
H
(
そ
の
他
の
)
工

場
労
働
者
、

c
l手
工
業
者
、

D
U農
民
、

E
U

土
木
建
設
労
働
者
、

F
U他
の
ヨ
リ
上
層
の
職

ハ
叩
)

業、

G
U他
の
ヨ
リ
下
層
の
職
業
で
あ
る
。

計

手 工 業 者 6 6 15 5 1 4 2 39 

職 長 3 1 υ ，.. 3 。4 1 17 
織 布 ユニ 26 14 7 6 5 7 4 69 

紡 績 ヱ 18 12 12 6 4 3 3 58 

織 布 干甫 助 3 4 4 2 3 1 5 22 

不熟練機械工 16 5 8 8 4 2 7 50 

不熟練非機械工 11 6 10 14 6 2 12 61 

G F 7主と~I A I BJ CI_D I E I 

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

316 

女子織布工 11 6 。3 1 5 4 30 
精 紡 ヱ 23 27 15 5 10 。33 113 
粗 紡 ヱ 21 11 10 17 6 4 11 80 

車窓 取 ヱ 18 10 3 5 3 14 9 62 

クロス繰返し工 2 3 3 2 。4 2 16 
繰 返 し 工 1 3 l 7 1 1 1 15 

撚 糸 工 3 2 1 5 。。 5 16 
練 条 工 6 4 2 7 2 。8 29 
不 熟 練 ヱ 6 1 4 10 。。 5 26 

-
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ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

二
五
四

A
-
B
と
答
え
た
も
の
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
家
族

出
身
と
み
な
さ
れ
る
@
A
を
B
と
あ
え
て
分
け
た

の
は
、
子
が
親
と
同
じ
職
業
に
就
く
傾
向
を
ど
の

程
度
一
ポ
す
か
に
注
目
す
る
か
ら
で
あ
る
。

C
-
D

は
、
い
わ
ば
「
伝
統
的
」
な
、
「
自
立
的
」
な
職

業
で
あ
る
Q

そ
の
子
供
の
職
種
か
ら
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
化
の
傾
向
の
程
度
が
示
さ
れ
る
@
F
は
そ
の

職
業
に
予
備
教
育
が
必
要
な
も
の
、
ま
た
社
会
的

に
高
い
地
位
と
考
え
ら
れ
て
い
る
職
を
含
む
。
上

級
職
長
、
曹
長
、
役
僧
、
教
師
、
徴
税
官
、
旅
館

・
料
理
屋
主
人
、
商
人
、
事
務
員
等
が
挙
が
っ
て

い
る
。

G
に
は
、
き
こ
り
、
く
ず
屋
、
鐙
製
造

人
、
馬
丁
、
荷
馬
車
の
御
者
、
夜
警
、
墓
堀
り
等

が
み
れ
ら
た
@
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
七
二

Q
人
中
、
八
九
人
の
父
親
が
こ
の
同
じ
工
場
に
勤

(日〉

務
し
て
い
た
。

全
体
で
は
、
親
と
同
じ
職
(
A
〉
に
就
い
た
者

が
多
く
二
四
・
六
Mm
あ
り
、
ま
た
工
場
労
働
者
家

族
出
身
者
(
A
+
B
)
が
二
八
九
名
で
四
一

Mm
に

も
の
ぼ
る
@
「
伝
統
的
」

(
C
十

D
)
職
業
の
出
身

者
が
二

O
五
名
で
二
九
%
と
な
る
。

G
は
B
と
ほ

ぼ
同
数
あ
り
、

E
と
F
が
少
な
い
。

男
子
男
チ
で
は
A
出
身
者
が
八
三
名
と
一
番

イじ特種職業就別

/ 
A 
G 

B 

C 

ワ

ioo 

唱
'
ム

円
、
dF
 

子女

F 

B 

G
D
L
 

A 

2.4 

2.2 

2.0 

1.8 

1.6 

1.4 

1.0 

1.2 

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

EF 

不
熟
練
工

未
熟
掠
工
三
種

紹

取

工

粗

紡

工

精

紡

工

C
一
…
織
布
工



多
く
(
二
五
・
九
%
)
、
次
に

C
の
六
一
人
』
一

九
%
が
続
く
、

C
出
身
者
の
中
で
も
工
場
で
手
工

業
者
と
し
て
働
く
者
が
一
五
名
も
あ
り
、
全
子
工

業
者
の
四
割
近
く
も
占
め
て
い
る
。
特
化
指
数
は

(

ロ

)

一
・
九
九
を
示
す
Q

熟
練
工
(
織
布
ヱ
と
紡
績

工
)
で
は
、

A
-
B
出
自
の
者
へ
の
偏
よ
り
が
あ

げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
工
場
労
働
者
の
子

弟
が
出
来
高
賃
銀
労
働
者
と
な
る
傾
向
が
強
い
、

と
も
表
現
で
き
る
。
信
頼
・
あ
る
程
度
の
知
性
と

い
う
資
質
が
要
求
さ
れ
る
批
判
長
で
は

F
と
C
が
多

く、

D
も
指
数
ー
を
越
え
て
い
る
。
不
熟
練
工
グ

ル
ー
プ
で
は
G
、
E
、
次
い
で

D
も
多
い
。

女
子
全
体
で
は
A
が
多
く
九
一
人

1
ニ
コ
了

五
%
、
次
に

G
の
七
八
人
、
そ
の
あ
と
B
六
七
人

と
D
六
一
人
が
続
い
て
い
る
。
男
子
と
大
き
く
異

な
る
の
は
、

C
が
三
九
人
U

一
o
v
mと
少
な
く
、

G
が
二

C
Mと
多
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
熟
練

工
グ
ル
ー
プ
で

A
と
B
が
比
較
的
多
い
の
は
男
子

と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
明
瞭
な
姿
を
と
ら

な
い
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
織
布
工
で
特
化
指
数

が
1
以
上
を
示
す
の
が

F
、
A
、
B
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
精
紡
ヱ
で
の

1
以
上
は

E
、
G
、
B
、

C
と
な
り
、
こ
の
二
職
種
が
出
自
の
観
点
か
ら
は

自

G 
D 

F 

不
熟
練

非

機

械

作

業

工

E 

C

A

B

 

出

者

的

不
熟
練

機

械

作

業

工

会社第4図

織
布
補
助
作
業
工

子

紡

績

王;

男

織

布

工

3.232 

1総

長

工

業

C 

F 

B 
D 

2.0 

1.0 

0.8 

2.2 

1.8 

1.4 

1.2 

1.6 

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
エ
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

二
五
五



ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

対
線
的
な
型
を
と
っ
て
い
る
。
末
・
不
熟
練
工
グ
ル
ー
プ
で
は
D
が
多

い
@
こ
れ
は
既
に
み
た
地
理
的
出
自
で
示
唆
さ
れ
た
よ
う
に
、
ラ
イ
ン
州

南
部
の
農
村
出
身
者
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
、
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
認

取
工
(
ク
ロ
ス
繰
返
ヱ
を
こ
こ
に
含
め
て
あ
る
)
で
は
圧
倒
的
に
F
(
一

八
人
U
二
一
一
一
%
〉
に
偏
よ
っ
て
い
る
@
F
出
身
者
に
は
、
工
場
勤
務
の
親

方
な
ど
の
娘
が
多
く
、
親
た
ち
は
娘
を
工
場
に
出
す
の
な
ら
、
良
い
条
件

で
清
潔
な
作
業
を
さ
せ
た
い
と
考
え
て
、
娘
を
こ
の
職
種
に
就
か
せ
よ
う

(
内
川
〉

と
す
る
、
と
い
う
。

2

祖
父
(
父
方
)
の
職
業

男
子
祖
父
の
職
業
で
は
、
農
民
、
ヱ
場
労
働
者
、
手
工
業
者
の
阪
に

多
く
、
(
父
の
職
業
と
区
別
す
る
た
め
小
文
字
で
表
記
す
る
と
)
a
十

b
一

C
十

d
l
九
九
一
一
四
五
で
、
父
の
世
代
で
の
一
三
一
一
一

O
五
と
は
逆

転
し
て
い
る
Q

祖
父
↓
父
の
職
業
組
み
合
わ
せ
で
二
Q
を
越
え
る
の
は
a

L
A
五
三
、
d
L
D
三
九
、

c
↓
C
一
二
八
、
d
l
c
一
二
の
四
種
、
十
を

越
え
る
の
が
b
L
B
一
六
、

g
↓
G
一
一
一
一
、

f
↓
F
一
一
、
a
↓
B
、

C

一

の

業

用

一

一

一

一

一

q
d

虫
U

1

A

4
ゐ

q
a
q
.
U
4働
一

目
υ

Z

1

・
7
a
Q
U
1
A
q
O
R
V
R
U

、J

主義一
8

4

6

4

2

2

3

7

一9
6

3

6

2

2

7

げ

の

一

一

一

一

ー

一

は

一

の

業

一

一

一

在
、
一
一
4

5

3

2

1

2

9
一

6

-

6

4

2

7

3

9

8

0

9

:

一

ベ

ノ

一

ヴ

d

q

L

R

υ

n

3

1

ょ
の
ム

qυ

一
守
よ
一
り
ム

1

i

d
告

o
o
-
-
A
守
i

0

0

0

0

2

一

祖

職

一

一

3

-

1

3

問

A

B

C

D

E

F

G

一!
A

B

C

D

E

F

G

防
山
一

第

1

i

i

一

計

免

主

計

子

男

女

子

二
主
六

↓
B
、
d
↓
G
が
一

O
で
、
計
六
種
あ
る
@
一
二
世
代
の
変
化
を
み
る
な
ら

ば
、
a
↓
A
↓
出
来
高
賃
銀
労
働
者
が
二
豆
、
a
L
A
↓
不
熟
種
ヱ
が
二

三
と
多
く
、
繊
維
工
場
労
働
者
の
一
定
の
「
世
襲
」
状
況
が
示
さ
れ
る
@

c
・
d
出
身
の
一
四
五
名
は
「
伝
統
的
」
「
自
立
的
」
職
業
か
ら
工
場
労

働
者
へ
、
と
い
う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
d
↓
D
L
不

熟
練
工
の
二
一
名
な
ど
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
C

↓

C
↓
ヱ
場
手
工
業
者
が
九
名
も
い
る
こ
と
は
、
こ
の
職
業
の
世
襲
性
向
の

強
さ
を
示
し
て
い
る
。

女
子
女
子
労
働
者
の
場
合
、
祖
父
の
職
業
を
知
ら
な
い
と
い
う
回
答

が
四
六
%
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
と
も
か

く、

C

の一

0
・
八
Mm
、
d
の
二
二
・
四
%
が
高
い
比
率
と
し
て
目
を
ひ

く
。
こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
、
祖
父
の
職
業
を
回
答
し
え
た
女
子
労
働
者
が

「
伝
統
的
」
な
生
活
簡
の
出
身
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
女
た
ち
の

ひ
と
つ
の
特
質
を
示
す
も
の
と
受
け
と
め
て
よ
か
ろ
う
。

ハ
日
比
〉

両
親
の
地
理
的
出
自

労
働
者
の
地
理
的
出
自
(
出
世
地
)
と
父
母
の
そ
れ
と
を
比

較
す
る
こ
と
で
、
労
働
力
の
世
代
的
な
移
動
傾
向
の
一
端
が
う

か
が
え
る
@

距
離
で
み
る
と
、
現
在
の
労
働
者
は
第
1
圏
で
の
み
、
父
母

よ
り
も
明
ら
か
に
高
い
比
率
を
示
し
、
第
3
・
4
圏
で
は
逆
に

低
く
た
ワ
て
い
る
。
こ
の
点
は
行
政
単
位
別
で
み
る
と
分
か
り

ゃ
す
い
。

M
-
グ
ラ
l
ト
バ
ッ
ハ
生
ま
れ
の
父
が
六
九
U
九
・

六
%
、
母
八
八

1
二
了
二
Mm
に
対
し
、
同
所
生
ま
れ
の
現
労

387 



県内

男 子 28 361 49 491 53 56 106 851 17 251 8 10120 161 6 4 

女 子 41 521 53 411 52 551138 135 24 191 6 71 14 211 1 2 

全体

本人男子 123 46 56 52 8 11 13 6 320 

女子 199 24 65 72 8 4 11 4 400 

一
畑
母

一
伽
父

一
一
以
母

年
一
行
父

ハU

「
1
1
1
1
1
1
1
-

α一
内

母

地
一
国
父

生

寸
l
J
川

出

一

内

長

伽

一

邦

父

以

一

内

母

町
一
州
父

者

T
i
l
l

働

一

母

労
一

lJ11211父

だ
な
ま
務
い
義
し

否

合

父

子

合

否

父

子
百
叶
日肝

手 工 業 者 11 19 17 7 9 
1021 1 
4 6 

職 長 9 8 5 3 6 6 

織 布 エ 5 22 12 2 12 10 3 35 

紡 績 ヱ 4 25 9 1 17 8 3 27 

織 布 補 助 5 8 4 1 5 3 4 8 

不熟練機械工 5 21 8 1 14 7 22 

不熟練非機械工 15 29 6 19 10 15 

父

合

役丘ハ

否h. 
日

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

50 i っ“QU
 

吋
』
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働
者
は
三
二
二
人
U
四
囚
・
七
銘
と
か
な
り
高
い
値
で
あ

る
@
郡
内
で
は
父
一
回
・
二

Mm、
母

二

了

五
Mm
に
対
し
現

労
働
者
九
・
七
Mm
と
減
少
し
て
い
る
が
、
男
子
一
四
・
四

%
、
女
子
六
%
と
い
う
差
が
あ
る
。
県
内
で
は
微
増
で
あ
る

が
、
ラ
イ
ン
州
内
で
は
父
三
三
・
九
%
、
母
一
一
一

Q
・
六
Mm
で

あ
っ
た
の
が
、
現
労
働
者
で
は
男
子
二
ハ
・
三
俗
、
女
子
一

八
銘
と
減
少
し
て
い
る
。

こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
こ
の
労
働
者
層
は
極

め
て
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
色
が
強
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
@
現

労
働
者
の
平
均
年
齢
を
二
八
歳
と
す
れ
ば
、
彼
ら
は
平
均
し

て
一
八
八

O
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
一
世
代
さ
か
の
ぼ
っ
て
親

は
お
よ
そ
一
八
五

O
年
生
ま
れ
と
推
測
で
き
る
@
親
の
代
で

も
ラ
イ
ン
州
内
生
ま
れ
が
七
割
を
越
え
て
い
る
が
、
そ
う
す

る
と
祖
父
の
世
代
が
多
く
は
一
九
世
紀
中
葉
に
は
す
で
に
ラ

イ
ン
州
内
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
市
内

へ
の
集
中
が
こ
の
二
世
代
間
で
み
る
と
極
め
て
著
し
い
と
い

う
と
こ
ろ
に
、
工
業
都
市
の
労
働
力
吸
引
作
用
の
強
さ
が
示

さ
れ
て
い
る
@
ラ
イ
ン
州
市
部
か
ら

M
・
グ
ラ

i
ト
バ
ッ
ハ

へ
の
大
き
な
労
働
力
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
繰

り
返
し
触
れ
て
き
た
@

(
珂
〉

兵
役
検
査

兵
役
検
査
の
合
否
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
労
働
者
層
の
一

定
の
性
絡
・
体
力
の
特
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
で

計

二
五
七



ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

は
考
察
の
対
象
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
七
一
一
O
名
中
、
プ
ロ
イ
セ
ン
出

身
で
兵
役
検
査
を
受
け
た
者
に
限
ら
れ
、
そ
の
数
は
一
八
六
名
で
あ
る
。

ま
ず
表
か
ら
、
兵
役
適
性
に
関
す
る
世
代
間
の
差
、
職
種
聞
の
差
を
み

て
お
こ
う
@
一
八
六
名
中
五
四
名
U
二
九
銘
が
兵
役
検
査
で
合
格
し
、
入

隊
し
て
、
退
役
し
た
も
の
で
あ
る
Q

父
の
世
代
の
三
八
・
二
%
よ
り
も
全

体
的
に
体
位
低
下
が
い
え
そ
う
で
あ
る
Q

「
貴
族
」
層
を
な
す
手
工
業
者
・
職
長
で
は
、
合
格
率
四
ニ
・
六
%
と

平
均
を
は
る
か
に
上
回
わ
る
。
と
く
に
職
長
は
五
O
%
を
越
え
る
唯
一
の

職
種
で
あ
り
、
父
の
世
代
よ
り
も
合
格
率
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
職
長
に
必
要
な
資
質
の
一
部
(
|
高
い
信
頼
度
、
時
同
厳
守
、
規

律
、
現
状
へ
の
忠
誠
心
、
等
l
!
?
に
と
っ
て
兵
役
が
有
利
に
作
用
す
る
、

と
想
像
さ
せ
る
@
織
布
工
・
紡
績
工
で
は
逆
に
合
格
率
が
二
ハ
・
一
労
し

か
な
く
、
し
か
も
父
の
世
代
の
三
七
・
五
%
に
も
著
し
く
劣
コ
て
い
る
。

不
熟
練
工
は
以
上
の
ニ
グ
ル
ー
プ
の
中
間
に
位
置
す
る
。
非
機
械
作
業
ヱ

が
前
者
に
、
機
械
作
業
工
が
後
者
に
近
い
、
と
い
う
差
は
存
在
す
る
@

調
査
対
象
数
が
少
な
い
と
い
う
問
題
は
残
る
が
、
次
の
こ
と
が
傾
向
と

し
て
こ
こ
で
言
え
る
の
で
は
な
い
か
@
繊
維
工
業
は
、
鉱
山
・
鉄
鋼
等
の

業
種
と
は
違
っ
て
、
強
い
体
力
を
必
要
と
し
な
い
。
だ
か
ら
あ
る
家
族
内

の
ひ
弱
な
方
の
息
子
が
繊
維
工
業
に
就
く
、
と
い
う
選
択
が
作
用
す
る
で

あ
ろ
う
。
織
布
工
・
紡
績
工
の
数
値
に
こ
れ
が
一
不
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
の
こ
と
は
、
身
体
的
な
「
繊
細
さ
」
を
選
択
要
因
と

し
な
い
子
工
業
者
や
非
機
械
作
業
工
で
は
妥
当
し
な
い
こ
と
と
な
る
。

出
生
地
人
口
規
模
別
(
現
労
働
者
の
出
生
地
の
み
)
の
分
類
で
み
る

二
五
八

と
、
父
世
代
か
ら
現
在
の
労
働

者
の
合
格
率
〈
全
人
数
)
は
、

村
三
五
・
一

L
二
九
・
七
%
(
三

七
)
、
町
二
九
・
七
↓
三
二
・
四

%
合
一
υ
一
〕
)
、
小
都
市
凶
二
・
六

L
二
七
・
七
労
(
四
七
)
、
中
都

市
凶
二
・
四
↓
二
五
・
四
%
(
五

九
〉
、
大
都
市
三
三
・
二
一
↓
五
O

沼
会
ハ
)
で
あ
る
。
農
村
出
身

者
の
低
下
は
、
ひ
弱
な
怠
子
が

織
維
工
場
に
出
て
く
る
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。
中
部
市
、
つ

ま
り
は

M
・
グ
ラ
!
ト
パ
ツ
ハ

で
の
著
し
い
低
下
は
、
ひ
と
つ

に
は
こ
の
数
十
年
間
の
都
市
の
生
活
環
境
の
悪
化
の
反
映
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
も
う
ひ
と
つ
に
は
、
織
布
工
・
紡
績
工
に
由
i

都
市
出
身
者
が
多
い

(
前
出
)
こ
と
か
ら
、
「
繊
細
さ
」
の
選
択
が
働
い
て
い
る
こ
と
も
一
要

因
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
じ
社
会
的
出
自
と
合
格
率
の
関
係
を
み
よ
う
Q

第
六
図
の
グ
ラ
フ

は
、
父
の
職
業
を
繊
縫
工
場
労
働
、
手
工
業
、
農
業
、
ヨ
リ
上
層
、
ョ
リ

下
層
(
社
会
的
出
自
の
項
の
表
示
で
い
う
と

B
・
E
-
G
を
含
む
)
の
五

つ
に
分
け
、
父
子
両
世
代
の
合
格
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
ま
か
に

言
え
ば
、
ョ
リ
上
層
の
出
身
者
が
二
分
の
つ
伝
統
的
職
業
出
身
者
が
三

兵役検査合格率(出生地人口規模別〉第5図

%1 
50.， 

30 

20 

10 

40 



分
の
一
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
家
族
出
身
者
が
四
分
の
一
強
の
合
格
者
を
出
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
合
格
率
は
ひ
と
つ
に
は
生
活
水
準
を
反
映
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
予
想
が
立
て
ら
れ
る
。
ま
ず
、
合
格
率
の

低
い
織
布
ヱ
で
も
、
ヨ
リ
上
層
出
身
者
で
あ
れ
ば
合
否
が
四
名
対
一
名
と

例
外
的
な
比
率
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
リ
上
層
で
は
両
世
代
と
も
高

父の職業と兵役合格率

し合

50 一
r--

40 一 一
，--

父子30 
r-- 一

20 

10 

繊維 手工業
農(29民) 

ヨリ上 ヨリ下
(45) (43) (18) (43) 

第8図

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

い
合
格
率
で
あ
る
こ
と
、
ヨ
リ
下
層
で
世
代
間
隔
差
が
大
き
い
こ
と
、
さ

ら
に
繊
維
工
場
労
働
者
で
は
そ
れ
が
な
い
こ
と
、
な
ど
が
予
想
の
根
拠
で

あ
る
。
農
民
出
身
者
で
は
世
代
間
で
合
格
率
が
上
昇
し
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
も
織
布
工
だ
と
合
否
が

O
対
六
名
、
手
工
業
者
十
不
熟
練
工
で
は
一

O
名
対
一
一
名
と
、
こ
こ
で
も
農
民
の
子
弟
の
中
で
ひ
弱
な
者
が
「
固
有

の
」
繊
維
ヱ
業
労
働
者
へ
、
と
い
う
選
択
は
作
用
し
て
い
る
こ
と
が
読
み

と
れ
る
。

〈
廿
岬
〉

労
働
者
の
モ
ピ
リ
テ
ィ
|
|
入
社
・
退
社
・
残
留
|
|

第
H
表
か
ら
、
入
・
退
社
の
全
体
像
を
は
じ
め
に
つ
か
ん
で
お
こ
う
。

入
社
率
(
入
社
数
/
全
数
〉
は
三
コ
了
図
↓
四
九
・
四
↓
五
二
了
二

Mm、

退
社
率
(
退
社
数
/
会
数
)
も
三
四
・
三
↓
四
三
・
二
↓
四
六
・
二

Mm
と

上
昇
、
従
っ
て
残
留
率
(
残
数
/
全
数
)
は
六
五
・
七
↓
五
六
・
八
↓
五

コ
了
八
Mm
と
下
降
し
た
。
労
働
力
の
流
動
性
が
高
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が

示
さ
れ
る
@
と
く
に
女
子
で
は
一
九
O
八
年
の
入
社
率
が
五
七
・
九
第
、

残
留
率
が
四
九
二
一
一
銘
と
動
き
が
激
し
く
、
不
熟
練
の
撚
糸
工
、
練
条
工

で
顕
著
で
あ
る
。
逆
に
安
定
性
が
高
い
〈
こ
こ
で
は
残
留
率
の
高
い
こ
と

を
こ
う
表
現
し
て
お
く
〉
の
は
手
工
業
者
と
職
長
の
「
貴
族
」
層
で
、
ほ

ぼ
ず
っ
と
八
割
を
越
え
て
い
た
、

入
社
時
の
年
齢
は
、
男
子
で
は
一
七

l
一
二
歳
が
約
三
分
の
一
、
ニ
ニ

|
三

O
歳
が
約
三
割
で
大
き
な
変
化
が
な
か
っ
た
@
一
ニ

O
歳
代
が
一

0
・

九
↓
一
三
・
六
%
、
四
一
歳
以
上
が
一
一
・
八
1
ニ
ニ
・
九
勿
と
や
や
増

え
て
は
い
る
が
、
高
齢
者
の
入
社
は
や
は
り
少
な
い
@
機
械
制
生
産
の
作

業
工
程
が
年
齢
に
よ
る
選
択
機
能
を
発
揮
し
、
会
社
が
労
働
者
の
最
適
配

二
五
九



ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

全数・入社数・残数

全 数1) 入社数2) 年末残数3)

1891 11州 1908 飢 lい同凶1臼190叩0州1908 1891 11900 1附
手工業者 45 49 48 4 17 9 38 : 38 42 

月故 長 23 25 30 1 1 4 20 24 26 

織 布 エ 203 113 115 109 75 68 104 58 62 
結ー 績 工 161 109 99 46 54 38 113 61 57 

織布補助ヱ 21 9 25 4 3 13 15 9 19 

不熟練機械工 110 130 127 32 82 76 74 58 61 

不熟練非機械工 89 127 124 24 55 56 63 72 75 

織 布 工 115 46 54 55 23 25 68 

精 紡 ヱ 123 177 221 29 95 143 81 96 114 

組 紡 二じ 141 135 156 42 67 93 95 82 78 

総 取 工 141 173 123 44 62 70 96 111 71 

クロス繰返し工 28 13 15 

繰返し工 54 61 44 23 32 16 37 36 23 

撚 糸 工 27 37 37 7 21 21 18 18 17 

練 条 工 50 89 116 18 55 75 29 31 35 

不熟練工 26 20 41 5 7 19 21 14 23 

男 子 652 562 568 220 287 264 427 

女 子 676 738 821 223 355 475 445 418 I 405 

)

〕

〉

1
A
9
-
つd

第14表

五一811， 300 11， 389 1 4必 !ω1 7391 872 l7判叩
その年にいくらかでも工場で働いた全人数。(第5表の「合計J)
その年に工場で働きはじめた人数。

12月末に働いていた人数。全数と残数の差がその年の退社数となる。

計

二
六

O

置
を
行
な
お
う
と
し
て
い
る
、
と
考
え
れ

ば
、
年
齢
構
成
の
項
で
み
た
こ
と
が
こ
こ

(
げ
)

で
も
其
本
的
に
妥
当
し
よ
う
。

織
種
と
安
定
住
の
関
係
で
は
、
ま
ず
男

子
で
は
「
技
術
を
要
す
る
熟
練
工
ほ
と
一
的

い
安
定
性
を
示
す
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
常

識
的
予
測
が
当
た
ら
な
い
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
確
か
に
、
「
貴
族
」
層
の
安
定
性

は
高
い
@
だ
が
、
一
九
O
八
年
の
残
留
卒

の
高
い
順
に
職
種
を
並
べ
る
と
、
手
工
業

者
(
八
七
・
五
必

)
L職
長
↓
織
布
補
坊

↓
不
熟
練
非
機
械
工

L
紡
績
工
↓
織
布
工

↓
不
熟
練
機
械
工
(
四
八
・

o
v
m〉
と
な

る
。
こ
う
し
た
差
が
で
き
る
原
因
と
し
て

は
、
各
職
種
の
年
齢
構
成
の
差
が
挙
げ
ら

れ
る
。
年
齢
別
残
留
率
を
み
る
と
、
一
四

l
二
ハ
歳
六
八
・
一
二
勉
、
一
七

i
-
一
一
歳

四
七
・
七
%
、
二
二

i
三
O
歳
五

0
・
九

%
、
三
一
|
四
O
歳
五
七
・
八
Mm、
四
一

|
五
O
歳
八
O
%
、
五
一

i
六
O
歳
七
二

Mm、
六
一
|
七
O
歳
八
一
・

o
v
m
と
な
り
、

一
七
歳
以
上
で
は
基
本
的
に
年
齢
と
と
も

に
安
定
性
も
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
@
し
か



し
こ
の
こ
と
も
含
め
て
、
職
種
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
(
熟
練
・
不
熟

練
)
機
械
作
業
工
ほ
ど
安
定
性
が
低
い
、
あ
る
い
は
安
定
性
低
下
は
機
械

労
働
の
随
伴
現
象
と
み
ら
れ
る
、
と
い
え
よ
う
。

女
子
で
は
年
に
よ
っ
て
差
が
大
き
く
、
明
確
な
変
化
・
職
種
間
隔
差
が

出
て
こ
な
い
。
例
え
ば
織
布
工
は
、
年
齢
構
成
の
変
化
と
同
様
に
、
一
八

九
一
年
で
は
残
留
率
五
九
・
一
%
で
最
流
動
職
種
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

が
、
一
九
O
八
年
に
は
女
子
平
均
を
上
回
わ
る
五
三
・
七
銘
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
い
く
つ
か
の
特
徴
は
把
握
で
き
る
。
一
九
O
八
年
の
数
値
で
み

る
と
、
ま
ず
不
熟
練
工
の
五
六
・
一
銘
と
総
取
工
の
五
七
三
二
形
が
高
い

安
定
性
を
示
し
、
練
条
工
三

0
・
二
沼
、
撚
糸
工
四
五
・
九
%
が
最
流
動

グ
ル
ー
プ
を
な
す
。
そ
の
中
聞
に
織
布
工
、
紡
績
工
が
位
置
す
る
。
こ
の

年
の
不
熟
練
工
の
入
社
年
齢
を
み
る
と
、
一
九
人
中
二
二
歳
以
上
が
一
一

人
も
い
る
。
こ
の
職
種
で
は
、
職
業
選
択
の
理
由
に
困
窮

Z
D門
を
挙
げ

ハ
団
〉

た
者
が
多
い
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
彼
女
た
ち
は
困
窮
の
た
め
に
高

齢
に
な
っ
て
工
場
に
働
き
に
来
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
従
っ
て
容
易
に
退

職
し
よ
う
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
男
子
で
も
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
安
定
性
の
高
さ
は
ひ
と
つ
に
は
平
均
年
齢
の
高
さ
の
反

映
で
あ
る
。
総
取
ヱ
の
高
い
安
定
性
に
は
、
既
に
述
べ
た
特
殊
性
が
あ
ず

か
っ
て
い
よ
う
。

年
齢
別
の
残
留
率
を
み
る
と
、
一
七

i
三
O
歳
で
男
子
が
四
九
・
一

労
、
女
子
が
四
二
了
六
銘
で
や
や
低
い
。
こ
こ
で
は
特
徴
的
な
職
種
差
が

み
ら
れ
る
。
男
子
織
布
工
は
一
四
|
一
二
歳
で
男
子
平
均
値
を
上
回
わ
っ

て
い
る
が
、
二
二
|
四

O
歳
で
は
平
均
を
か
な
り
下
回
わ
り
、
四
一

l
五

ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業
に
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

。
歳
で
も
や
は
り
低
い
。
女
子
織
布
工
で
も
一
四

i
一
二
歳
で
女
子
の
平

均
以
上
、
二
二
三

O
歳
で
平
均
以
下
と
い
う
偏
よ
り
を
み
せ
る
。
ま
た

精
紡
工
で
も
一
七
三

O
歳
で
平
均
以
上
で
あ
る
が
、
三
一
歳
以
上
で
は

平
均
を
下
回
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
以
上
の
熟
練
三
種
で
は
、
他
の
職

種
に
比
し
て
ヨ
リ
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
移
動
が
比
較
的
多
い
、
と
い
え

る
。
こ
れ
に
対
し
男
子
紡
績
工
は
、
一
四
|
一
二
歳
で
は
織
布
工
よ
り
も

低
い
数
値
で
あ
る
が
、
二
二
|
五

O
歳
で
は
逆
に
織
布
工
を
、
さ
ら
に
は

平
均
値
を
も
上
回
わ
る
安
定
性
を
示
す
。
粗
紡
エ
に
し
て
も
二
二
歳
以
上

で
は
年
齢
と
と
も
に
安
定
性
を
高
め
て
い
る
。

出
生
地
別
の
残
留
率
を
み
る
と
、
一
九

O
八
年
で
は
端
的
に
言
え
ば
、

出
生
地
ま
で
の
距
離
と
流
動
性
が
比
例
関
係
に
あ
る
@
と
く
に
第
3
・
4

園
出
生
者
は
絶
対
数
で
も
(
前
出
)
安
定
性
で
も
低
下
し
し
た
@
ひ
と
つ

の
選
択
過
程
と
い
え
よ
う
。
出
生
地
人
口
規
模
の
残
留
率
で
も
一
つ
の
傾

向
が
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
ず
男
子
で
は
中
都
市
出
身
者
の
安
定
性
が

定
く
、
つ
ぎ
に
小
都
市
出
身
者
の
安
定
性
よ
昇
が
目
に
つ
く
。
そ
し
て
大

都
市
を
別
に
す
る
と
、
出
生
地
の
人
口
の
大
き
さ
と
残
留
率
が
比
例
関
係

に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
女
子
で
は
村
出
身
者
が
数
字
を
下
げ
つ
つ
も
五

四
彪
と
平
均
以
上
を
保
っ
て
い
る
が
、
町
出
身
者
が
絶
対
数
(
前
出
)
も

安
定
性
も
低
下
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
か
わ
っ
て
小
都
市
の
相
対
的
な
上

昇
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
に
指
摘
し
た
諸
傾
向
や
職
種
聞
の
相
違
、
年
令
の
選
択
作
用
等

は
、
労
働
者
の
工
場
外
生
活
の
理
解
に
も
大
き
な
意
味
を
も
つ
が
、
そ
の

点
は
、
「
心
理
物
理
学
」
的
研
究
と
共
に
改
め
て
検
討
し
た
い
@

一一六



残 留 率(1908年〉

10%04114~、1一6一ー 17-21 22-30 31-40 41-50 51-60 
ド
イ
ツ

80-1 ¥ / 護軍
工

60， 、¥、h ¥ ~ '¥. Rimtsoinnerinnen 業

お
It 

40-1 ヤヲ〉え¥ J 戸 F
、 る

労働力

q) 

201 編

女子 成
と

平均 64.3 46.0 40.4 44.7 68.2 70.8% 
選択

イコ
L、

第8図 出生地別残留率 て

% 
80 

70-1 
1891年

60-1 、¥
、、. ， 

¥ 
平均65.7%

1908年

~う日1891年40 1908年

30 

20 
ー
一

10 
ノ+、

市 郡 第 第 第 東 外

2 3 4 
コ二
/レ

内 内 間 圏 国 ~ 、 国



第7図年 齢 1!U 

% 114-16 17-21 22-30 31-40 41-50 51-60 
ド 100
イ
ツ

〆ヲどWeberSpinner 
工

、、、』 平均

業
60 

お
け
る

働労力
40 

。コ
編成 20 
と 男子
選択

つ
L、
て 第 9図 出生地人口規模別残留率

% 
90 

80 

♂¥  "'/中
60; 『句、ご、/司、 ~宵I 、、中

村
、、、、村

"-....プ/'¥.
、、“ 

40; 、大
大

30; 町

一一-ノ占、
男 子 女全体子
全体
55.9 57.1 66.2 57.1 48.2 

E a ' ‘ 1891 1900 1908 1891 1900 1908 



ド
イ
ツ
機
械
制
綿
工
業

U
お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て

(
1
〉
手
工
業
者
又
は
修
繕
手
工
業
者
同
町
口
同

S
百
円
宮
口

nH42長
。
吋
と
書
か
れ
て

お
り
、
修
繕
工
、
の
こ
と
で
あ
る
b

印・

5
・
5
唱・

川
本
和
良
氏
は
ア
フ
ィ
ン
繊
維
工
業
に
お
け
る
直
接
的
生
産
者
の
状
態
と

『
三
月
運
動
』
」
に
お
い
て
、
ベ
ル
ナ
イ
ス
の
こ
の
会
社
に
関
す
る
研
究
持
か
ら

一
八
九
一
年
の
労
働
者
数
及
び
こ
の
時
期
の
労
働
力
構
成
を
参
考
に
掲
げ
て
お

ら
れ
る
が
(
岡
、
前
掲
書
、
一
四
三

l
四
ペ
ー
ジ
)
、
そ
こ
で
こ
の
手
エ
業
者

を
「
修
繕
手
織
工
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
。

ゅ
。
ぜ
戸
出
常
国
鈴
可

p
b
z
c
s之江
.5F町
、
ミ
ミ
ミ
N
W
Q
遺
言
望
。
ど
師
、
町
苦
言
2
P
N話、

h
u
E
t
t』
fHE
号
、
、
宮
町
、
き

k
s
z
h込
儀
礼
H
n
E
S
R
N
¥同
〔
豆
B
2・
s民
O世〕・

図。目

hHO-gags-(筆
者
未
見
)

(

2

)

賃
銀
は
〉
ロ
邑
曲
。
F
O
『
で
本
工
の
約
七
五
%
、
〉
三
乞
ooro円
で
阻
八
%

を
得
る
。

(
3
〉
職
名
と
し
て
は

N
当日門出血
5朋
E
n
v
q
E
と
の
O
H
V
E
E
Z
岡
青
山
口
の
二
穫
が

挙

が

っ

て

い

る

。

、

~

一

(

4

)

だ
だ
一
九

O
八
年
に
は
ク
ロ
ス
繰
返
し
工
関
5
5
8
c
Z
H
E
が
加
わ
っ

て
い
る
。
以
上
の
工
程
・
職
種
に
つ
い
て
は
印
印
・
エ
ミ
・
M
m
M
M
白日・一

(
5
〉-印印・
M
M
!
日少九日
4

2

・
ベ
ル
す
イ
ス
の
示
す
数
値
は
主
に
パ

l
セ
ン
一
テ
イ

ジ
で
あ
り
、
算
出
の
基
礎
と
な
る
絶
対
数
は
お
さ
え
ず
ら
い
。
累
計
し
之
も
彼

女
の
示
す
合
計
に
な
ら
ぬ
場
合
が
多
く
、
ま
た
未
回
答
・
欠
落
の
処
理
友
法
も

示
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
誤
記
や
計
算
ミ
ス
も
当
然
あ
る
と
考
え
て
二
一
い
く

つ
か
の
表
か
ら
第
5
表
の
数
値
を
作
成
し
た
。
私
の
示
す
比
率
は
可
能
な
限
り

第
5
表
の
数
値
を
も
と
に
し
て
い
る
。
パ
ー
セ
ン
ト
は
小
数
点
以
下
第
二
一
位
を

四
捨
五
入
し
た
れ
彼
女
は
第
二
位
切
り
捨
て
で
あ
る
〉
。
彼
女
の
パ
ー
セ
ン

ト
の
合
計
は
お
お
む
ね
一

O
O未
満
、
一

O
O以
上
の
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
実
数
で
三
桁
と
な
る
筒
所
で
の
パ
ー
セ
ン
ト
数
が
私
の
計
算
と

二
六
四

一・

O
以
上
違
う
こ
と
は
少
な
い
。

円

6
〉
以
下
、

a
↓
b
と
は
一
八
九
一
年

a
と
一
九

O
八
年
b
の
変
化
を
、

a
↓

b
↓
C

と
は
一
八
九
一
年

a
↓
一
九

O
O年
b
↓
一
九

O
八
年

c
の
変
化
を
示

す。
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7
)
ω
印
田
町
田
ゲ
ロ
∞
H
N
品・

(
8
)

原
文
は
空
白
己
保
円
。
問
中
間
話
呂
田
問
。
恒
常
広
田
同
一
各
自
昨
日
?
司
『
o
i
E
4戸白旦一

HNo-
与
で
あ
る
。
こ
の
区
分
も
六
圏
区
分
も
、
ヨ
リ
小
さ
な
単
位
の
累
計
値

を
除
い
た
も
の
の
み
を
そ
の
項
の
数
値
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
県
内
と
は
、
グ

ラ

l
ト
バ
ッ
ハ
郡
以
外
の
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
県
の
数
で
あ
る
。

(

9

)

∞∞
-
H
C
U
H
M
品・

(
叩
〉
一
九
O
九
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
七
二

O
通
が
デ
ー
タ
に
な
っ
て
い
る
。

(
日
)
そ
の
う
r

ち
か
け
は
、
織
布
工
二
四
九
紡
績
工
一
一
、
不
熟
練
ヱ
四
一
¥
職

長
九
、
手
工
業
者
三
、
上
級
職
長
一
で
あ
る
。

(
辺
)
あ
る
職
種
に
就
い
た
特
定
社
会
層
出
身
者
数
が
そ
の
職
種
の
合
計
人
数
中

に
占
め
る
割
合
/
そ
の
層
出
身
者
合
計
が
全
労
働
者
中
に
占
め
る
割
合
(
男
女

別
)
。
こ
れ
を
出
自
別
就
業
職
種
特
化
指
数
と
呼
ん
で
お
く
。
手
工
業
者
の
息

子
が
工
場
内
の
修
繕
手
工
業
者
と
な
る
場
合
は
、
ハ
u
q
)
骨
附
議
引
い
円
鴻
弛
州
、
/
q
v
諜

4
門
誌
対
日
目
¥
臼
U

4

2

¥

臼同町
H
U
G
-
ω

∞品目
1
0
・H
U
U
C
H
H
-
∞
認
で
一
示
さ
れ
る
。

(
門
川

)
ω
・HH0
・
HωC

(
リ
け
)
印
印
・
一
己
∞
l
H
M
品・

(
日
)
印
∞
-
H
U
E
-
N
G
印
・
こ
の
項
に
限
っ
て
ベ
ル
ナ
イ
ス
の
数
値
は
か
な
り
正
確
の

ょ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
男
子
に
と
っ
て
は
こ
の
検
査
が
、
合
否
に
か
か
わ
ら

ず
、
重
要
な
体
験
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
間
接
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る
、
と

考
え
た
い
。
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時
)
印
∞
・
N
U
l
ω
M
W
U
U
!
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-
m
M
E
ω

・
U
N
H
o
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ハ

η)
女
子
に
関
し
て
は
数
値
が
あ
や
し
い
の
で
数
字
を
出
せ
な
か
っ
た
。

(
時
)
印
・
同
日
目
・

ド
イ
ツ
機
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制
綿
エ
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お
け
る
労
働
力
の
編
成
と
選
択
に
つ
い
て
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